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ごあいさつ

　いつもミガロ . 製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
　
　さて、「ミガロ . 製品をご利用中の技術者の皆様に、日々の開発に少しでもお役にたつような技術情報を
ご提供したい」という思いから 2008 年に創刊した『Migaro.Technical Report』は、このたび、節目とな
る第 5 号を発刊することができました。これもひとえに、ご多忙中にもかかわらず『Migaro.Technical 
Award（お客様論文）』にご寄稿いただいた多くのお客様、ならびに『Migaro.Technical Report』に対し
て貴重なご意見・ご要望をお寄せ下さったた皆様のご支援の賜物と、心より感謝をしております。
　今回も従来と同様に、第 1 部は「Migaro.Technical Award 2012 お客様受賞論文」、第 2 部は「ミガロ .
SE 論文」の 2 部構成としています。

　第 1 部の「Migaro.Technical Award」とは、日々アプリケーションの開発・保守に携わるエンジニアの方々
の努力と創意工夫の成果を顕彰することを目的とし、「Delphi/400」「JC/400」「Business4Mobile」などの
弊社製品をご利用中のユーザー様を対象に実践レポート（論文）を公募し、厳正な審査・選考のうえ表彰
する制度です。

　今回は、『JC/400 により効率的に開発した Web EDI システム』や『Delphi/400 で用紙コスト削減と利
便性向上を実現した帳票システム』など、創意工夫により業務課題を解決された論文をご寄稿いただきま
した。
　また、『Migaro.Technical Award』では今回、従来のお客様論文にあたる「部門 1」に加え、「部門 2（My 
Tips 部門）」を新設いたしました。部門 2 は、「業務課題を解決した開発技術・テクニック」を簡潔にまと
めていただくもので、今回は、『Excel と IBM i の情報マッチングによる業務効率化』や『トランザクショ
ン制御による SQL 処理高速化などのテクニック』などのノウハウをご紹介いただきました。
　第 2 部「ミガロ . SE 論文」では、弊社 SE による技術論文を掲載しております。今回は、『Delphi/400
でのスマートデバイス向け開発手法』や『Delphi/400 インストーラでクライアントへのファイル配布手法』
など、さまざまな応用テクニックを開発に活かしていただくための技術情報をご紹介いたします。
　本レポートが少しでも皆様の開発・保守のお役に立てば幸いです。

　最後に『Migaro.Technical Report』第 5 号を発刊するにあたりまして、多くのお客様・パートナー様に
ご支援、ご協力をいただきましたことを、この場をお借りして、あらためて厚く御礼を申し上げます。

　2012 年秋
株式会社ミガロ .
代表取締役社長

上甲 將隆

MIGARO.
TECHNICAL

REPORT
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１. �Web-EDI 開発の 
経緯

　極東産機株式会社は、畳業界・インテ
リア施工業界のニーズに合わせたオリジ
ナル製品を開発・生産し、全国の代理店
経由で販売している。その出荷量は１日
数千アイテム。全国の代理店から毎日、
在庫の問い合わせがあり、関東・関西 2
カ所の受注センターで電話対応と注文の
入力を行っている。
　当社の在庫をリアルタイムで知りたい
代理店のニーズと、その電話対応（在庫
確認等）など受注センターの事務処理を
軽減したい当社。そこで、双方にメリッ
トのあるシステムを目標として、当社の
在庫情報をインターネットを介して代理
店に開示し、さらに情報照会だけでなく
注文も行える仕組み「Web-EDI」の構
築を決定した。そして、その開発ツール
として JC/400 を採用した。

２. 短期間での開発手法
　2011 年 3 月初めに、代理店向け Web
サイトの構築を決定。それ以降は、4 月
に開発ツールの選定、5 月に開発着手、
11 月に本稼働とする計画を立てた。し
かし、3 月 11 日に東日本大震災が起き、
急きょ、震災対応システムの開発を 5 月
〜 8 月末に行うことになった。Web-EDI
の構築はその後となったが、12 月発刊
の「総合カタログ No.12」号と同時公開
としたため、開発期間が 2 カ月余りしか
なく、短期構築の方法を模索した結果、
次のような方法を取った。

（1）ミガロ. JC/400 基礎コースの受講
　開発担当者は 1 名。RPG と Notes の
スキルを持つものの、Web 開発の経験
はない。
　そこで、JC/400 の教育コース（所要
1 日）の受講にあたって、事前に開発基
礎コースのテキストと JC/400 の開発マ
ニュアルが入ったCD-ROMをミガロ.か
ら受領し、予習の上、講習にのぞむこと

とした。
　教育用のテキストは全 95 ページ。
JC/400 の概要から HTML のコーディ
ング、RPG が自動生成された後の変更
箇所まで、未経験者にも分かりやすく解
説してある。このテキストをある程度理
解してから受講できたので、１日の受講
で JC/400 Designer の操作方法を含め、
一通りの開発手法をマスターできた。こ
のテキストは、JC/400 の開発に慣れた
今でも大事なバイブルとなっている。

（2）テンプレートの活用
　Web サイトを一から開発したのでは
短期開発は困難である。そこで構築する
サイトのイメージに合ったテンプレート
を探し、それをカスタマイズするように
した。
　テンプレートは書籍、ネット上のフ
リーテンプレートから探した。また、ロ
グイン画面から、ログイン後のメニュー、
在庫照会画面、注文画面等の開発するす
べての画面イメージをワープロで作り、
その画面イメージを叩き台に営業部門と

Migaro.Technical Award 2012
最優秀賞

部門 1

JC/400による取引先とのWeb-EDIシステム構築
―RPG技術者1名　2カ月で開発し、本稼働を実現した手法
久保田 佳裕 様
極東産機株式会社
社長室	 主幹技師

極東産機株式会社
http://www.kyokuto-sanki.co.jp/

昭和 23 年に畳の製造機器メーカー
として創業以来、職人さんの快適な
職場環境作りと消費者の豊かな生活
空間作りを２本柱として、伝統技術
と先端技術の融合により、ユニーク
なオシジナル商品を開発。畳製造機
器はもとよりインテリア施工省力機
器、カーテン縫製機器等、幅広く事
業を拡大している。

http://www.kyokuto-sanki.co.jp/
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図（概要図）
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打ち合わせをした。画像やアイコンも実
際に使うものを利用し、完成後のイメー
ジがしやすい資料を作成し、打ち合わせ
時間の短縮を図った。

（3）ホームページビルダーの利用
　Web 開発は、直感的な操作が可能な
ホームページビルダーを利用した。
Web 開発に慣れるまで使用していたが、
HTML 等の記述方法が分かった後は、
テキストエディタでコーディングするよ
うになった。

（4）HTML（画面）のパターン化
　基幹システム（IBM i）の開発におい
ては、既に基本的なプログラムパターン
が完成しているので、一からプログラム
を作ることはない。いくつかをプログラ
ムパターン化し、それをカスタマイズし、
再利用している（サブファイル型入力、
非サブファイル型、照会、伝票印刷、メ
ニュー等々）。Web 画面も同様に、いく
つかの画面をパターン化し、利用するこ
とで開発工数を削減できた。

（5）RPG ソース自動生成
　JC/400 は、Designer より RPG ソー
スが自動生成される。自動生成された
RPG ソースは、ユーザーがコーディ 
ン グ で き る 場 所 に <YOURCODE> 
</YOURCODE> と記載されており、
この間にロジックをコーディングする。
多少の慣れは必要であるが、慣れてしま
えばプログラムが標準化できるため非常
に便利だ。また、開発生産性も日ごとに
向上できた。

（6）COPY 区と CALL の多用
　COPY 区は、他のプログラムとの共
通ロジックとして使うことが多いが、
<YOURCODE></YOURCODE> の間
に COPY 区で記述することで、各プロ
グラムで共通利用することはもちろんの
こと、生成されたソースを見やすくする
ことができた。
　また、画面が次々と展開していくプロ
グラムも、RPG であれば 1 本のプログ
ラムで作成できるが、JC/400 の場合は
画面展開の形によってはプログラムを分
ける必要がある。その際に COPY 区を
使うことで、パーツ化し共通利用できる
ので開発工数が短縮できる。

　さらに、複雑なロジックは従来通り作
り慣れている RPG、ILE-RPG で開発し、
CALL で実行、実行結果のみを JC/400
のブログラムに戻してやることで、自動
生成されたソースを意識することなく開
発ができた。【図 1】

（7）JC/400 標準コンポーネントの利用
　日付選択などは、JC/400 標準の日付
コンポーネントを利用することで、開発
時間を短縮でき、それと同時に、見栄え
と操作性もよくなった。

（8）他部門との協力連携
　「利用規約」「セキュリティーポリシー」
については、システム部門で原案を考え、
管理本部に協力してもらい作成した。ま
た、代理店へのシステムの説明では、営
業部門を対象に事前に説明会を開催し、
営業部門から各代理店に説明してもら
い、順次申し込みをいただいた。

（9）ミガロ . のテクニカルサポートの活用
　ミガロ . には、電話およびメールによ
るテクニカルサポートがある。開発当初
は毎日のように電話し、サポートを受け
た。即答いただけることが多かったので、
開発時間の短縮を図ることができた。
メールでは伝えづらいことも、電話で聞
いていただけるので、JC/400 を安心し
て開発できる、非常に有益なサービスで
ある。

３. 開発の工夫
（1）�基幹システムから Web サイトが保

守できるメニューを開発
　Web サイトのトップページの情報は、
基幹システム側で動的に変更できるよう
にした。稼働後の保守は、できるだけシ
ステム担当の負担にならないよう、営業
担当者が、5250 画面を使ってユーザー
登録や新着情報の登録・保守を行えるよ
うにした。おすすめ商品の登録などは、
リンク設定も簡単に行える。【図 2】また、
メニュー画面は Web-EDI の画面と同じ
画面配置にし、管理しやすくした。【図 3】

（【図 4】公開した Web-EDI メイン画面）。

（2）デジタルカタログとのリンク
　12 月に発刊された「総合カタログ」は、
Web からデジタルカタログとしても閲

覧できる。Web-EDI上で商品名をクリッ
クすると、その商品のデジタルカタログ
のページにリンクできるようにした。こ
れは、JC/400 の RPG ロジックのみで
作成できた。【図 5】

（3）注文機能の表示・非表示
　代理店によっては、専用 EDI のほう
の「注文機能」を使うので、Web-EDI
の「ご注文」ボタンを間違えて押さない
よう非表示にしてほしいという要望が
あった。そこで、ユーザー登録の際に「注
文機能を使う、使わない」を登録するよ
うにし、「使う」の場合だけ「ご注文へ
進む」ボタンを表示するように、ユー
ザーごとの機能制御を行った。

（4） カーソル制御
　在庫照会画面では、商品コード（全品
7 桁）の 7 桁目が入力されると自動的に
品名と在庫情報、出荷場所などを画面表
示し、カーソルは次の商品コード欄に移
動する。これも作業者の操作性をよ 
くさせるためで、JC/400 Designer の

「Autosubmit」の機能と RPG ロジック
だけでカーソルを制御した。

（5）在庫有無のロジック
　在庫は数量ではなく、ホテル予約の空
き室表示と同じように「○（あり）」「▲

（少ない）」「×（なし）」で表示する。こ
の定義の○と▲の設定が非常に重要で、
ロジックは現在の在庫情報と直近の販売
実績から基準を決め、自動計算し在庫判
定する。JC/400 は、基幹システムのデー
タを使えるので、メンテナンスは一切不
要である。Web 専用のデータベースを
作る必要もない。

４. 代理店と社内の評価
　「Web-EDI」サイトは、2011 年 11 月
にβ版として試験運用を開始し、12 月
にカタログ発刊と同時に正式公開した。
そして、4 カ月で 200 社を超える申し込
みをいただき、「電話しなくても Web
で在庫確認できる、また在庫確認した商
品をそのまま注文もできるので便利に
なった」「注文した商品の出荷状況が確
認できる」「在庫問い合わせの電話対応
が減った（社内）」と代理店、社内から
も高い評価をいただいている。
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５. �今後（運用後）の 
取り組みについて

（1）発注データの CSV ダウンロード機
能や Word による伝票発行などの
機能を追加したサイトを新たに公
開した（2012 年 5 月に稼働開始）。

（2）SmartPad4i による生産現場でのタ
ブレット活用や営業効率を高める
仕組みを構築中である。

（3）2004 年に WebFacing で作成した
畳店とのネットワークも、JC/400
でリニューアルし、2012 年 8 月よ
り稼働を開始した。WebFacing は
廃止とした。（【図 6】は WebFacing、

【図 7】は JC/400 による画面）

　JC400（SmartPad4i を 含 め ） は、
IBM i の基幹システムを短期間で Web
化でき、社内だけでなく取引先も含めて
双方の事務作業の軽減が図れるので、今
後もさまざまなシステム構築を図ってい
きたい。
� M

極東産機株式会社　（詳細）
http://www.kyokuto-sanki.co.jp/

「豊かな生活空間づくり、快適な職場環境づくり」を
企業テーマとして、職人さんが手で行ってきた仕事
の省力化、自動化に取り組んでいる。畳業界、イン
テリア内装業界の職人技を、新技術を駆使した各種
機械で置き換え、伝統技術と先端技術の融合を図っ
ている。畳機械メーカーとして創業以来、関連分野
であるインテリア施行業界へと多角化を進め、メカ
トロ技術、エレクトロニクス技術を駆使したオリジ
ナル機械の開発を進めると共に、コンピュータのソ
フト開発、販売まで手がける。顧客に喜んでもらえ
る製品を提供し、業界の近代化、さらには産業界、
社会への貢献を目指している。

http://www.kyokuto-sanki.co.jp/
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帳票発行システムの
リプレース検討
　合鐵産業株式会社は、鉄鋼材の専門商
社として事業を営む。特に建築用の鋼材
に関しては原料仕入から仕上げまで一貫
して自社で加工を行い、製品の付加価値
を高めている。また、老朽化した機械な
どから回収される鉄スクラップを販売。
これが再び鋼材として再生されること
で、資源保護にも貢献している。
　2010 年に Delphi/400 を導入し、ミガ
ロ . の協力により「受発注管理システム」
の再構築を行い、大きな成果を上げた。
  本稿では、前述とは別に IBM i の
5250 で運用していた「帳票発行システ
ム」のリプレースを行い、コスト削減に
大きな成果を出し、また業務改善を行っ
た自社開発の事例について紹介する。
　帳票発行システムとは、主に取引先に
送付する、「納品書」「受領書」「請求書」
の発行を行うシステムを指す。5250 よ
り処理を行い、ドットプリンタにて印刷
を行う形式である。用紙については、複

写式の専用のデザイン帳票を業者に発注
している。中でも納品書は 6 枚綴りで 1
枚 の 単 価 が 非 常 に 高 い こ と か ら、
Delphi/400 導入以前から何度も課題と
して挙げられていた内容であった。
　課題が解決に至らなかった要因として
は、デザイン帳票をやめるとしても何ら
かの印刷手段が必要となる、またレー
ザープリンタ用の印刷ソフト、そのカス
タマイズとそれらを用意する初期費用に
対する効果が薄いということがあった。
　Delphi/400 の開発も１年が経過して
きた時、自社で開発できることが少なか
らず見えてきた。複雑な入力系システム
の開発については、やはり外注という選
択肢をとらざるを得ないが、データの
Excel への出力などの簡易的な内容はで
きるようになっていた。
　このことから、データの Excel 出力
が可能なら、帳票の出力を自社開発する
という検討に至り、2011 年秋より開発
に着手、2012 年 1 月より運用の開始を
行ったのが「Delphi の帳票発行システ
ム」である。

開発要件
　リリースした「Delphi の帳票発行シ
ステム」の要件としては、以下が挙げら
れる。

１．印刷コストの削減
２．5250 の機能維持 
３．拡張性（後続の開発の容易性）

　以上の内容が要件であり、Delphi/400
と Excel を使用することにより実現し
た。順を追って説明する。

１．印刷コストの削減
　コスト削減は最も重要な要件であり、
コスト削減の成功がなければリプレース
の意味がなくなってしまう内容である。

【図１】
　以下のことから、コスト削減を行った。

（1）用紙
　印刷方法を Delphi と Excel の連携に
よる A4 用紙のレーザープリンタ印刷と
し、デザイン帳票廃止によるコストの削

Migaro.Technical Award 2012
ゴールド賞

DelphiとExcelを使用した帳票コストの削減
―デザイン帳票ドット印刷からA4用紙レーザー印刷へ
大久保 治高 様
合鐵産業株式会社
総務部システム

合鐵産業株式会社
http://www.go-sun.co.jp/

70 年余りの歴史を持つ鉄鋼メー
カー「合同製鐵（東証 1 部）」の販
社として設立。
鉄鋼材の専門商社として事業を営
む。特に、建築用の鋼材に関しては
原料仕入から仕上げまで一貫して自
社で加工を行い、製品の付加価値を
高めている。

部門 1

http://www.go-sun.co.jp/
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図1　デザイン帳票の納品書とExcel台紙の納品書

図2　伝票出力制御画面

図３　伝票出力指示画面

【Excel
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減を行った。
　納品書の台紙を Excel で作成し、発
行する際に Delphi で台紙のコピーに
データを貼り付けて出力を行う方式とし
た。
　そして、この処理を自動化することに
より A4 コピー用紙での発行を可能とし
た。

（2）出力枚数の調整
　納品書の 6 枚綴りを、業務面で調整し
て 3 枚綴りとし、出力枚数によるコスト
削減を行った。

２．5250 の機能維持
　帳票の発行を単純に Delphi へ移すこ
との中にも、いくつかの問題があった。

（1）画面の占有の問題　　
　帳票を発行する際に、印刷指示を行っ
た端末が印刷処理を行ってしまう場合、
印刷している間（発行データをプリンタ
に送るまでの間）画面が硬直してしまう。

【図 2】
　この問題については、発行指示をする
端末側では、印刷処理を行わないことと
した。
　
　対応策
　・プリンタセッションの配置
　5250 と同様にプリンタセッションを
作成する。この端末で Delphi と Excel
の連携を行い印刷処理を行うこととし、
発行者の端末に発行による処理の影響を
与えないようにした。
 

（2）発行時間の問題　
　プリンタセッションは、発行処理を
シーケンシャルに行うため、仮に全ての
拠点を本社の１端末で処理することは可
能であるが、印刷が集中してしまった場
合はやはり時間がかかってしまう。今回
の納品書は３枚綴りのため、３倍の出力
が必要となる。つまり１拠点が 100 件
を伝票発行したら、次の発行者は 300
件の伝票作成分の時間を待たないといけ
なくなってしまうのである。【図 3】

　対応策
　・プリンタセッションの拠点配置
　伝票を発行するプリンタセッションを
拠点ごとに配置し、発行元を分散させる

ことにより問題を解決した。
　発行指示データを作成する際に、ユー
ザーのサブシステムのジョブ（IP アド
レスのセグメント）を指示データ（指示
データは全社共通のファイル）に落とす
ことで、どこの拠点の印刷指示かを判断
させた。これにより拠点ごとの印刷処理
を可能にした。

（3）スプール処理　
　5250 のスプール処理のように印刷を
一時的に保留し、発行したいときに発行
できるようにしたいとの要望が強くあっ
た。実際に出力する場合、間違った操作
をすることもあり、出力対象のスプール
の中身を確認してから出力するという手
順が業務として好ましかった。【図 4】

　対応策
①保留操作
　発行指示を行っても保留状態とし、開
放を行わない限り印刷を開始しないよう
にした。
②伝票単位の出力制御
　絞込みにより抽出された伝票ナンバー
を画面上で確認でき、スプールの開放を
行う前に伝票単位に出力を制御できる工
夫を行った。
　いらない伝票を出力してしまい出力後
に捨てるという用紙の無駄を削減した。

３．拡張性（後続の開発の容易性）
　納品書のリプレース後に、他のデザイ
ン帳票にも同じ仕組みを適用していく計
画である。開発工数をできる限り少なく
するよう、5250 では帳票単位に合った
出力指示画面を１つに統一した。
　また、納品書、請求書、売買契約書な
どの出力帳票に使用するワークファイル
を同一のファイルで処理させ、開発の工
数を削減する工夫を行った。

システム全体の仕組み
　システムの全体像は以下である。【図
5】

１．伝票出力指示画面
　クライアントのメニューより呼び出す
ことができる。5250 でバラバラになっ
ていた帳票出力の画面を１つに統一する
とともにデータの抽出条件についてもま

とめた。

（1）条件設定と出力指示
　出力対象の帳票を指定、絞込み条件を
入力して出力指示を行う。

（2）データ作成
　IBM i 側で指示内容から出力指示デー
タを作成する。

（3）開放指示
　対象を画面に表示し開放指示を行う

（伝票単位の出力コントロールが行え
る）。
 
２．伝票出力制御画面
　各拠点に１台設置されている 5250 の
プリンタセッションの端末で稼働させた

（今回は、発行を必要とする 5 拠点で稼
働させた）。動作としては（1）ポーリン
グ処理と（2）出力処理を交互に行う。

（1）ポーリング処理
　・�タイマーイベントでデータの存在確

認を行う。
　・�対象のデータが存在している場合に

出力処理に遷移する。ない場合は帳
票区分（納品書、請求書、売買契約
書 ）をローテーションさせる。

（Delphi を IBM i に 接 続 し た 時、
端末は IBM i サブシステム／ジョ
ブの IP アドレスで識別されている。
これを利用し、どこの拠点のデータ
かを識別する方法に利用した）

　　　　
（2）出力処理
　出力指示データ内の帳票区分に沿った
処理を選んで処理を行う。
　・�IBM i 側で１伝票のデータを作成す

る。
　・�対象の帳票区分の Excel のテンプ

レートをコピーしデータを貼り付け
る。

　・Excel をプリンタに出力する。
 
　上記の処理を指示データのキーでファ
イルが読み取れなくなるまで繰り返し、
読み取れなくなった時にポーリング処理
に戻る。

評　価
　月間に出力する納品書枚数は約 6000
枚あり、非常に稼働の多いシステムと
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図４　システム全体図
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なっている。
　最も重要な課題であったコスト削減に
ついては、デザイン帳票である納品書の
全てが A4 用紙のレーザープリンタで出
力できたことにより大きな成果を上げ
た。
　業務面では、連票の切り離し、複写の
分解、ドットプリンタへの帳票の設置や
入れ替えというデザイン帳票独自の作業
がなくなり業務効率を上げることができ
た。
　また納品書の見た目として、取引先か
ら見やすくなったという声もいただいて
いる。
　機能面としては、スプール中の伝票内
容を確認でき、伝票単位に出力を制御で
きるところが 5250 にはなかった機能で
使い勝手の向上が評価された。
　開発面では、台紙が Excel というこ
とでリリース後の細かな調整に対して非
常に柔軟に対応できたこと。また、納品
書のみでなく他の帳票への適用を想定し
て拡張性を与えて構成したこともあり、
納品書以降の帳票のリプレースが各デザ
イン伝票単位で 2 週間程度で完成できた
ことは評価できる内容であった。

今　後
　5250 の画面や印刷物では表現できな
かったものを、Delphi/400 では実現で
きる。この表現力を使って現行の 5250
のデータの照会画面やデータ出力のシス
テムをリプレースできれば、とても有意
義なシステムになると考える。今回は対
応を行わなかった帳票に加え、照会画面
のリプレースが進行中である。
　今後もユーザーの要望に応えつつ、さ
らなる利便性の向上や業務効率化のでき
るシステム開発に取り組んでいきたいと
考えている。
� M
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最初は好評だった
緑色の在庫照会画面
　「倉庫に電話をして在庫確認」が当た
り前だった当社が、RPG で在庫照会の
システムを構築したのは 2004 年のこと
だった。倉庫担当者が不在の時など、営
業マンへの情報の遅延イコールお客様へ
の回答の遅延となるため、キーボードを
叩けば在庫状況が見えるという、ある意
味普通のことが、当時としては画期的な
ことに思えた。【図 1】

噴出する社内の不満を
解消するためには
　AS/400 での在庫照会が浸透すると、
次の課題は在庫数の正確性、更新の迅速
性、端末操作性の改良・改善であった。
いくらパソコンで在庫照会ができるよう
になっても、画面に写し出される数字が
正確でなければ意味がないし、加算・減
算のタイムリーさも重要である。また、
5250 画面の操作性においても AS/400

に不慣れな社員からは不満の声があがっ
た。

5250画面との決別、
Delphi/400を採用
　在庫照会に関連する全ての入力を
5250 画面で行っていた当時は、手書き
やExcelで作成した伝票をオペレーター
がまとめて入力するという方式をとって
いたため、タイムリー性に欠けることは
否めず、かと言って営業マンに慣れない
5250 画面での入力を強いたところで、
いたずらに時間ばかりかかるだろうこと
が容易に想像された。【図 2】
　既存の RPG で開発されたアプリケー
ションを活かしつつ、若い世代の社員に
も違和感なく受け入れてもらえる、そん
な都合のいいツールはないだろうか。　
このような模索を始めてしばらくした
頃、一見相反すると思われるこの 2 つの
条件を満たしてくれる Delphi/400 に出
合うことができた。

受注入力・在庫照会画面
を同時にGUI化
　初めての GUI 化にあたっては、RPG
の開発は自社で、Delphi/400 の開発は
ミガロ. でという分担で、開発日数を圧
縮することを最優先事項とし、受注入力・
在庫照会に関連する全てのプログラムを
約 3 カ月で完成させた。でき上がった画
面は 24 × 80 の呪縛から解放され、操
作性において格段の進歩を遂げることと
なった。その後も社内からの要求はとど
まることがなく、開発者を 1 名増員し、
受注入力・在庫照会画面にも幾度となく
手を加えていった。【図 3】

たった１つの照会プログ
ラムが起爆剤となる
　在庫照会の GUI 化はさらなる要求に
拍車をかけることとなり、照会系プログ
ラム開発の量産へとつながっていった。

【図 4】現在では、1 カ月数本のペースで
プログラム開発を行うまでになってい

Migaro.Technical Award 2012
ゴールド賞

もっと見やすく、もっと使いやすい画面を
―在庫照会画面をDelphi/400でGUI化する
新谷 直正 様
株式会社アダル
電算室

株式会社アダル　
http://www.adal.co.jp/

業務用イス・テーブル・什器などの
製造卸販売、インテリア資材販売お
よび設計・施工。
特注家具の製造・販売・施工を得意
とする会社である。

部門 1

http://www.adal.co.jp/
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る。

Delphi/400の開発を
通して学んだこと
　たとえ不十分であっても、まず形にし
て見せること。面倒ではあるが、そうす
ることによってさまざまな要求が生ま
れ、アプリケーションも進化していく。
社内システムにおいて、この手法はとて
も効果的だということを体感でき、将来
の展望も開けてきた。今後は既存の
RPG 資産を活かしつつ、DB2/SQL を
メイン言語とし、Delphi/400 で 100％
GUI 化を目指して開発に取り組んでい
きたい。【図 5】
� M
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図1　5250在庫照会

図2-1　5250受注入力

図2-2
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図3-1　Delphi在庫照会

図3-2　Delphi受注入力

図4-1　Delphi売掛照会
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図4-2　Delphi 売上照会

図4-3　Delphi取引先照会

図5　在庫照会 VisualExplain
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業務課題
　複数のシステムを連携して運用してい
る。その連携が正しく行われているかど
うかのチェックを、ユーザーが利用して
いる数値項目の一致で確認していた。た
だし自動化されておらず、手動による作
業であったため時間がかかっていた。ま
た、一致の確認という地味な作業である
ため、作業意欲がわきにくい側面もあっ
た。

技術課題
　従来は、2 つのシステムの情報を
Excel に手入力し、計算式による比較結
果を Excel に表示させて確認していた。
この理由は、利用する資料が複数あり、
かつ項目も多数あったのでフレキシブル
な Excel が適していると考えたからで
ある。しかし、利用する資料が Excel
であったりクエリーの結果であったりす
るので、統合した画面を作成するための
ベースとして Delphi/400 を活用し、

Excel からの数値取り込みを自動化でき
ないかが技術的課題となった。

技術課題の解決策
　Delphi/400 の利用により、IBM i 上
のデータについては取得できるが、
Excel の情報取得のために、取り込み先
フォルダをルール化してプログラムで
フォルダ名を作成するようにした。【ソー
ス 1】

業務課題解決と効果 �

　数値チェック画面で、数値チェック開
始ボタンを押すだけで、Excel と IBM i
側のデータを取得して結果を表示するよ
うになったので、作業が 1 クリックで終
了できるようになった。従来は資料を開
いて該当箇所を探し、また確認用 Excel
の入力位置を出して入力ということをい
くつかの項目について行うため、少なく
とも 15 分はかかっていたのだが、数秒
で終わるようになり作業効率が大幅に向

上した。また、精神衛生上もよくなった。
【図 1】
� M

Migaro.Technical Award 2012
優秀賞

Delphi/400で確認業務の効率化
為国 順子 様
ベネトンジャパン株式会社
IT システム Div. チーフ	

ベネトンジャパン株式会社
http://www.benetton.jp/

1982 年の市場参入以来、多くの日
本人に愛用されるベネトンブラン
ド。1987 年には、日本ならではの
多様なニーズに応えるべくライセン
ス事業にも着手。世界有数のアパレ
ル ブ ラ ン ド「UNITED COLORS 
OF BENETTON.」 や「SISLEY」
を擁し、トレンドに敏感なイタリア
ンカジュアルを全国の店舗にて提供
している。

部門 2

http://www.benetton.jp/
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ソース1

図1

み
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業務課題
　取引先との取引開始にあたって、取引
稟議書を担当者から直属上司へ回してい
るが、手書きであるため決裁スピードに
欠けている。また、「月次締切まで日に
ちが足りない」という理由で承認フロー
を無視したり違反する例が見られる。コ
ンプライアンスを徹底させたい。

技術課題
　当社のDelphi/400 開発者が 1名とい
うこともあり、ワークフローのルート変
更やユーザー増減の都度、Delphi/400
のソースを変更しなくても済むよう
AS/400 のデータベースを使い、ユー
ザー管理の運用をDelphi/400 開発者以
外でもできるようにする。
　Delphi/400 では、ユーザー IDとパ
スワードを入力し【図 1】、関係する取
引先の文書を表示させ【図 2】、そこで
意見入力をする。【図3】
　文書登録ボタンを押すと、メールの新

規文書作成画面が表示される。承認して
もらうユーザーのアドレスをデータベー
スから読み取り、宛先に自動表示する。
【図4】

技術課題の解決策
　データベースのフィールドには、ID、
パスワード、自己アドレス、次承認者ア
ドレスがある。Locate で ID、パスワー
ドのフィールドの内容を読み込む。
Trueであれば申請中DBから関係する
所属のデータを表示する。【ソース 1、
ソース2】
　登録ボタンを押すことで申請中DBの
更新を行う。「お知らせメールを作成し
ますか？」のメッセージに対し「はい」
をクリックすると、メーラー（Notes）
の起動を確認し【図5、ソース3】、起動
していない場合はメッセージを表示する
【図6、ソース4】。
　Notes が起動していれば、次承認者の
アドレスが宛先に表示され、申請者名と
取引先名がパラメーターで渡され本文に

表示される。【図4】

業務課題解決と効果 �

　Delphi/400 による取引先申請システ
ムが完成し運用を開始したところ、ユー
ザーの中に、ワークフローを厳守しない
と取引先との取引が開始できないという
意識が芽生えたようである。そして現在、
承認のルールは100％厳守されるように
なっている。これまで、ややルーズな点
もあった取引先の管理であるが、
Delphi/400 によるシステム化で改善さ
れ、よかったと思っている。
� M

Migaro.Technical Award 2012
優秀賞

取引先申請システムでの稟議書作成ワークフロー
大崎 貴昭 様
森定興商株式会社
システム運用部 係長

森定興商株式会社
http://www.morisada.jp/

創業は 1927（昭和 2）年。パイプ
問屋としてスタート。現在は、各種
パイプ・鋼材・建材・住宅機器・空
調機器などを販売する。愛知県名古
屋市の本社のほか、東京・大阪・福
岡に拠点がある。2011 年に初めて
の海外現地法人「ベトナムモリサダ」
を設立。今後はグローバル展開も視
野に入れる。商事部門の他に製造部
門・不動産部門がある。

部門 2

http://www.morisada.jp/
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図1

図2
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図4

図3
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ソース1

ソース2
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ソース3

図5
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図6

ソース4
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業務課題
　入出庫のような在庫データの更新処理
の際、SQL で一度に更新するデータ量
が多いと時間がかかり、現場の作業効率
の低下につながる。そこで、パフォーマ
ンス向上のために SQL からストアード
プロシージャを利用することにした。こ
れに伴い、複数の人が同時に在庫更新を
利用してもデータの整合性を保つための
仕組みづくりが必要となった。

技術課題
　データの整合性を保つためには、SQL
から IBM i のストアードプロシージャ
を呼び出した際、排他処理とトランザク
ション制御の実装が必須である。また、
排他などのエラーが起きた場合、IBM i
のエラー情報を取得し、ユーザーに通知
する機能の開発が必要となってきた。

技術課題の解決策
　DB2/400 のエラー取得を、条件ハン
ドラー「DECLER 〜」のストアードプ
ロシージャで実施。SQL からこのスト
アードプロシージャを呼び出し、デッド
ロックまたはタイムアウトの「40001」
というエラーが戻ってきたら、ユーザー
に「レコードロックエラー、もう一度実
行してください。」というメッセージが
表示されるようにした。【ソース 1】【ソー
ス 2】

業務課題解決と効果 �

　SQL での DB 更新の際、ストアード
プロシージャによる更新へ変更したこと
により、7000 〜 8000 件の一括データ更
新の時間が 1/3 程度まで短縮され、ユー
ザーの作業効率が向上した。
　また、ユーザーへエラー表示もできる
ようになり、更新エラー時は再処理を行
うよう促すことが可能になった。
　ストアードプロシージャの利用によ

り、以下のようなメリットを得ることが
できた。

①ネットワーク負荷を軽減できる。
②�構文解析や内部中間コードへの変換を

行うため、処理時間が軽減される。
③ �Delphi 言語と SQL とで分業が可能

になる。
� M

Migaro.Technical Award 2012
優秀賞

Delphi/400でIBM iのストアードプロシージャを利用し、
SQL処理を高速化
島根 英行 様
シルフ

シルフ

業務内容は IBM i を中心としたシ
ステム開発。販売管理をメインに、
オフコンや PC サーバーからのリプ
レース提案を得意としている。

部門 2



29

ソース2

ソース1

う



30



31

創刊 5周年記念　ミガロ.SE座談会
お客様と共に歩む
お客様への熱い思い
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Technical Report 
2012 
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入社後の経歴と
仕事内容
―　最初に、入社後の経歴と現在の仕
事内容をご紹介ください。
吉原　私は、入社してから 2 年ほどシス
テム事業部で Delphi/400 を使ったお客
様システムの開発を担当しました。その
後、RAD 事業部へ異動して製品担当と
な り、 現 在 は、Delphi/400 や JC/400
などミガロ . 製品をご購入いただいたお
客様のサポートを担当しています。また、
そのかたわら、製品の検証やイベント／
セミナーの講師なども務めています。
尾崎　私は 1999 年の入社で、ちょうど丸
13 年経ちました。入社以来、Delphi/400
一筋で、主にお客様からの受託開発を担

当しています。Delphi の最初のリリー
スが 1995 年ですので、Delphi の成長と
ともに技術者としての経歴を重ねてきた
形です。販売管理や見積管理システムを
数多く手がけ、本日の座談会メンバーの
中では最も多くの開発プロジェクトを経
験しているかと思います。Delphi/400
を使った Web システムの開発も、ミガ
ロ.で最初に担当させていただきました。
畑中　私は入社 7 年目で、Delphi/400
を使ったお客様システムの開発や保守
を担当しています。大小さまざまなプ
ロジェクトに入りますが、大きなプロ
ジェクトではサブ・リーダー、小規模
な案件ではリーダーを務めることが多
くなりました。現在は、私の入社前か
ら Delphi/400 をお使いのお客様の保守

を担当していますが、お客様がこうあり
たいと思われたシステムを実現してきた
Delphi/400 は素晴らしいなと感じてい
るこの頃です。
田村　私は畑中と同期で、入社 7 年目と
なります。お客様の基幹システムを
Delphi/400 や JC/400 を使って開発す
る仕事を担当しています。役割としては、
プロジェクトマネージャーやプロジェク
トリーダーとなります。最近ではプログ
ラミングをすることが、ほとんどなくな
りました。
松尾　私も畑中・田村と並んで入社 7 年
目ですが、転職組ですので、そのぶん年
長です。前職は製造系企業で自社システ
ムの SE をやっていました。その時の言
語が RPG で、ミガロ . 入社後も RPG 関

ミガロ . のエンジニアは、お客様の業務に役立つことを業務の真髄と考え、シス
テムの開発・保守と製品のサポートに日々、取り組んでいます。開発・保守や製
品の拡張・メンテナンスを通して個々の SE が得た Delphi/400 や JC/400、
Business4Mobile の凄さ、そしてお問い合わせやサポートを通じてお近づきを得
たお客様への思いを、ミガロ . の SE 5 名が語り合います。

お客様と共に歩む
お客様への熱い思い

創刊5周年記念
ミガロ.SE座談会

出　席 松尾悦郎
システム事業部
部長

尾崎浩司
システム事業部
プロジェクト推進室　課長

吉原泰介
RAD事業部
技術支援課　課長

田村洋一郎
システム事業部
システム 1課　課長

畑中 侑
システム事業部
システム 2課　主任
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連の開発を数多く担当することになりま
した。当社の製品では、Delphi/400 より
もJC/400のほうを多く手がけています。
現在はプロジェクト・マネージャーとし
てプロジェクト全体の責任を負っていま
すが、人手の足りなくなると開発側に回
ることも稀にあります。それと、システ
ム事業部全体の管理も担当しています。

Delphi/400の魅力
その奥深さ
―　皆さんは、Delphi/400 をお客様へ
提供する側ですが、同時に Delphi/400
のユーザーでもあります。そうしたヘ
ビーユーザーから見て、さらに製品の裏
側もよく知っているお立場からして、
Delphi/400 の魅力は何だと感じていま
すか。
吉原　私が思うに、Delphi/400 の一番
いいところは、業務システムの Web ／
GUI 画面を簡単に作れるのと同時に、
RPG で作成したプログラムを生かして
業務ロジックを開発できる点ですね。つ
まり、画面と業務ロジックとに分けて、
分業で開発できるのが大きな魅力です。
実際、RPG を長く使ってこられたお客
様が Delphi/400 を導入すると、そうし
た分業や使い分けをごく自然に実践され
ています。
松尾　ミガロ . の開発が、まさにその分
業体制ですね。それが効率的な開発につ
ながっています。
尾崎　それと、開発ツールとして軸がぶ
れないのも大きな魅力です。その点は
RPG と一緒ですね。RPG は ILE へ進化
しても、あるいは Web や SOA に対応し
ても、まったく軸がぶれません。それが
RPG の特質であり魅力だと思いますが、
Delphi/400 も GUI から Web へ、モバイ
ル対応へと進化し続けていますが、ツー
ルとしての軸は当初のままです。VB
が .NET になった時のような大きな方針
変更はありません。その点は開発者に
とって魅力で、信頼のおける部分ですね。
― Delphi/400 の進化で印象に残って
いるものはありますか。
尾崎　過去の機能拡張で驚いたのは、
Web に対応した時ですね。衝撃を受け
ました。当時（2003 年）、Web システ
ムの開発というと Java の習得が必須と
言われていて、ちょっと敬遠していたん

です。Web よりも GUI のほうが優れて
いるとも思っていました。そうした中で
Delphi/400 の Web 対応機能が出て、
今までの作り方をそのまま踏襲して、い
とも簡単に Web システムを開発するこ
とができた。「また一歩進化したな」と
思い、感激した覚えがあります。
畑中　私は、IBM i との連携が素晴らし
いと感じています。画面は Delphi/400
で簡単に作れます。もちろん、アイデア
を盛り込んだ、凝った画面も可能です。
それでいて IBM i とのやり取りは完璧
です。
― Delphi/400 は誰かに教えてもらっ
たのですか。
畑中　吉原さんが先生でした。おかげさ
まで、こんなに立派に成長しました（笑）。
吉原　Delphi/400 の扱い方やプログラ
ミングの習得は、それほど苦労はしな
かったですね。むしろ大変だったのは、
お客様の話す内容を理解して要件をまと
めていくほう。これは苦労していました
ね。

田村　私の Delphi/400 の師匠も吉原さ
んで、畑中を含め同期の 4 人全員が吉原
さんに教えを乞いました。何かあると 4
人それぞれが入れ替わりで吉原さんに質
問するので、吉原さんのほうは自分の開
発の仕事がなかなか進まなかったと思い
ます。
　私は習得が遅かったので、他の 3 人に
比べ特に手間がかかったと思います。た
だ、私が恵まれていたのは、プロジェク
トでベテランの開発者が周囲にたくさん
いて、手取り足取り、いろいろなことを
教えてもらえたことです。その中で、当
時、「Delphi/400 といっても開発言語の
1 つだからね」と言われた瞬間に、それ
まで難しいと感じていた Delphi/400 に
対する苦手意識がすっと消える経験をし
ました。
　今は、お客様とお話しながらお客様向
けシステムの提案を行っていますが、
Delphi/400 で実現できることは幅広く、
複雑なシステムにも対応できる点が凄い
と感じています。そこが Delphi/400 の
強みであり、魅力です。お客様に自信を
もってシステム化をご提案できるツール
ですね。

Delphi/400だから
ご要望に対応できた
畑中　本当にそう思います。同感ですね。
私のほうは、Java と Excel で作られて
いた営業支援システムを、Delphi/400
で再構築する仕事を担当したことがあり
ました。基本的な機能を変えずにビジュ
アル面を大幅に変更し、使い勝手とパ
フォーマンスを改善したのですが、お客
様にとても喜んでいただき、高い評価を
いただきました。これなど、Delphi/400
だからこそ、お客様のご要望をうまく実
現できたと思うんですね。
田村　私も、システム化が難しい業務を
Delphi/400 で解決できた経験がありま
す。お客様の業務目的を考えるとパッ
ケージでの実現は難しく、システム的に
どう実現するか、あれこれ考えた挙句、
Delphi/400 を採用し、完成に漕ぎ着け
ました。実現性の高い Delphi/400 を採
用してよかったな、と今振り返っても思
いますね。
松尾　RPG 技術者の方々は、オープン
系の言語やツールが導入されると自分た
ちの居場所がなくなるような感覚を持た
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れていると思うんです。それは、オープ
ン系の言語／ツールと RPG が交わらな
いからですが、Delphi/400 はオープン
系ツールでありながらそういう懸念が全
く不要です。先ほど吉原さんが触れたよ
うに、分業が可能だからです。なので、
RPG 技 術 者 に と っ て Delphi/400 は、
オープン系と RPG を橋渡しする魅力的
なツールになるではないかと思います。
尾崎　RPG は、ロジックが書けるよう
になるまで習得に少し時間がかかります
が、Delphi/400 は簡単なことならすぐ
に開発できます。初めてのお客様には、

「まず勇気を持って Delphi/400 に触っ
てみてください」と申し上げたいですね。
そのうちに、Delphi/400 の奥深いとこ
ろも見えてくるかと思います。

Business4Mobileと
JC/400の魅力
松尾　Delphi/400 だけでなく、JC/400
の魅力も言わせてください（笑）。
― 失礼しました（笑）。どうぞ。
松尾　JC/400 は、RPG 技術者の視点で

いうと、RPG で Web システムを作れる
気持ちにさせてくれるツールです。わず
か 4 ステップだけで、非常に簡単に
Web システムを開発できるのですが、
それだけでなく、画面を細かく作り込め
るなど、凝ったことも可能です。RPG
だけでWebシステムを構築できる点は、
他のツールにない魅力じゃないかと思い
ます。
吉原　私は、Business4Mobile に触れ
たいですね。昨年からスマートデバイス
の業務活用が大きな話題になっています
が、実際に業務システムで使っていると
ころは、まだそれほど多くないと思いま
す。Business4Mobile は開発ツールで
はなく、参照ツールの位置づけです。デ
バイスを選ばず、どのスマートデバイス
にも対応します。そして、導入してすぐ
に使えます。そこが魅力ですね。スマー
トデバイスで社内 DB を活用する第一弾
のツールになるかと思います。

お問い合わせと
サポートに対する姿勢
― お客様からのお問い合わせ、サ
ポート要請に対しては、どのように対応
していますか。
松尾　まず、お問い合わせをいただいた
ら、すべてにご対応するのが基本です。
中には、IBM i の OS やシステムに関す
るような、私どものテリトリーとは異な
るご質問もあるのですが、極力対応する
ようにしています。それは、お問い合わ
せや、サポート要請をしてこられるのは、
お客様が困っておられるからですね。何
とかして差し上げようという気持ちにな
ります。
尾崎　開発したシステムをお客様にをお
引渡しした後は、サポート要請はそれほ
ど多くありません。どちらかと言うと、
今後こんなことをしたいがどう思うか、
という内容が多いですね。
田村　私も同じですね。お客様から「社
内で業務改善をしようと検討している
が、何かいいシステム化案はないか？」
といったお問い合わせを頂くことがあり
ます。お客様と一緒に業務改善の提案を
させて頂く際、自分の存在意義を実感で
き、ありがたいと感じます。
畑中　納品したシステムの仕様を問い合
わせいただくことがあります。マニュア

ルを開くよりミガロ . に聞いたほうが早
くて正確だと思っておられるからでしょ
うが、歓迎ですね。
尾崎　お客様のほうも、システムを自分
で動かしてから見えてくるものがあるん
ですね。納品した直後には、仕様や操作
についてのご質問がよくあります。そう
した時に、こうなっているとさらによ
かった、という感想があった場合は、仕
様変更や改修にならない限り、修正しま
す。Delphi/400 はそうした変更にも柔
軟に対応できるのがいいですね。
吉原　私の方は製品サポートなので、大
半は顔の見えないお客様からのお問い合
わせです。月に 100 件程度、年にする
と約 1000 件ほどのお問い合わせを受け
ます。当社のサポートは、電話でもメー
ルでもお受けするのが特徴ですが、電話
が 2 〜 3 割、メールが 7 〜 8 割といっ
た割合です。中には、開発の途中で行き
詰まった時の画面を逐一キャプチャして
送ってこられるお客様もいます。そうし
た時は、こちらも逐一対応してご説明し
ます。そうして、そのお客様から「リリー
スできました」という報告をいただくと、
何ともうれしい気持ちになりますね。も
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う「プロジェクトの部外メンバー」とい
う気持ちでサポートをしています。
松尾　かなり昔のことになりますが、イ
ンシデント制から無制限にサポートのポ
リシーを変更しましたよね。
吉原　ええ。その心は、製品のサポート
ではなく、ミガロ . の製品を活用してい
ただくためのサポートなのだから、困っ
ておられることがあればいくらでもお手
伝いしようということですね。

技術者としての夢
かくありたい将来像
― 最後に、技術者としての夢をお話
ください。
畑中　一言で言えば、頼られる技術者で
す。システムの仕様から今後の構想まで
何でも相談していただける、また、その
期待に応えられるエンジニアですね。そ
のためには技術を磨き、知識を蓄え、人
としての魅力を増していかねばと思って
います。
田村　私は、お客様の企業価値を高めら
れる SE です。コンサルタント的な要素

を提案できる SE でありたいと願ってい
ます。私は、ミガロ . の価値は、お客様
の立場に立ってシステム開発するという
強い気持ちにあると思っていますので、
それを体現するエンジニアが自分の将来
像ですね。
松尾　私のほうは、お客様と開発業者と
いう関係を超えた、パートナーとしての
関係を結べる技術者でありたいと思いま
す。信頼を置いていただけるパートナー
として仕事をしていきたいですね。
吉原　私は常に新しい技術にチャレンジ
し、それを吸収するとともに情報発信も
して、お客様をリードするエンジニアで
ありたいと念じています。お客様が安心
してご利用になれる環境を提供するのが
私たちの価値であり、誇りと思っていま
す。
尾崎　私は本当に Delphi/400 が好きな
ので、Delphi/400 のファンを増やした
いですね。私は、Delphi/400 で一番の
技術者になろうと思ってこれまで努力し
てきましたが、それはこれからも変わり
ません。今後は、Delphi/400 の仲間を
増やすべくセミナーでお話したり、この
テクニカルレポートに投稿していきたい
と考えています。
� M
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中嶋 祥子
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課 顧客サポート

●はじめに
●InstallAwareの基本操作
●dbExpressでのポイント
●BDEでのポイント
●Delphi/400インストーラの呼び出し
●補足および注意点
●まとめ

1.はじめに
　Delphi/400 を使用したクライアント
サーバ型アプリケーションを配布する場
合、運用端末には、アプリケーションファ
イル（exe など）や使用している BDE、
dbExpress といったデータベース接続
に必要なファイル等を配布する。
　本稿では今回、それらファイルの配布
と Delphi/400 運用版のインストールを
行う方法を、Delphi/400 Version2007
以降のバージョンに付属しているインス
トーラ作成ツール「InstallAware」を
用いて実現する方法を紹介する。

2.InstallAwareの
	 基本操作
　まずは、InstallAware の一般的な操
作方法を簡単に説明する。
　InstallAware を起動した状態が図 1
である。初回は、プロジェクトウィザー
ドが起動する。起動しない時には、メ
ニューの［ファイル｜新規｜デフォルト

のプロジェクト］から表示することがで
きる。【図 1】
　「プロジェクト名」と保存先の「Project
フォルダ」を指定し、［OK］ボタンを
押すと、作成画面に移動する。
　画面構成は左にツリーメニューがあ
り、右がそれに対応した設定画面となっ
ている。それでは次項から、必要最小限
の設定項目について、ツリーメニューを
上から順に説明していこう。

2-1. アプリケーション情報

　アプリケーション情報では、インス
トーラの基本情報を設定する。図2は「プ
ロジェクトのプロパティ」画面である。

【図 2】
　プロジェクトウィザードで指定したプ
ロジェクト名が「製品名」に表示される。

「ターゲットフォルダ」はデフォルトで
$PROGRAMFILES $¥$TITLE $となっ
ている。このターゲットフォルダは、後
述するがファイルの配布先指定時のフォ
ルダになる。

　具体的には、InstallAware は配布先
のフォルダを指定する場合には、$と$ 
で 囲 ま れ た 予 約 語 で 行 う。
$PROGRAMFILES $も$TITLE $も予
約 語 で あ り、 $PROGRAMFILES $ 
は C:¥Program Files フ ォ ル ダ を、
$TITLE $は製品名を指す。つまり、製
品名が SampleInstaller とすると、ター
ゲットフォルダは C:¥Program Files¥ 
SampleInstaller となる。なお、もちろ
ん予約語を使用せずに、値を C:¥Migaro
のように固定値とすることもできる。
　その他、フォルダを指定するいくつか
の予約語を図 3 に示す。【図 3】

2-2. セットアップ・アーキテクチャ

　セットアップ・アーキテクチャでは、
アプリケーション等の配布するファイル
を指定する。図 4 は「ファイル」画面で
ある。【図 4】
　画面は 4 つに分かれており、ファイル
の指定は画面上部の①②から行う。また
配布先は、画面下部の③④になる。

InstallAwareを使った Delphi/400運用環境の構築
インストーラ作成ツール「InstallAware」。ファイルの配布から、Delphi/400 の
インストーラを呼び出す方法までを紹介する。

略歴
1968 年 02 月 23 日生
1990 年奈良女子大学家政学部卒
2002 年株式会社ミガロ . 入社
2002 年 11 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
お客様からの Delphi/400 に関する
技術的な質問や問い合わせに対応し
ている。また、メールマガジン

「Migaro News」やホームページの
Tips など、開発に役立つ情報も担
当している。
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①端末のフォルダ一覧が表示される。
②�①で選択したフォルダの内容が表示さ

れる。
③�配布先のフォルダが、$と$で囲まれた

予約語で記載されている。
④�③で選択したフォルダの内容が表示さ

れる。ただし、これは②と異なり、配
布するものを表すので、設定を行って
いない現時点では何もない状態となっ
ている。

　②でファイルを選び、③の配布先フォ
ルダを選択した状態で［ファイルの追加］
ボタンを押すと、④に追加される。【図 5】
　なお、配布先フォルダにある予約語の
$TARGETDIR $は、前述の「2-1. アプ
リケーション情報」で指定したターゲッ
トフォルダである。インストール先を変
更したい場合には、前述の「プロジェク
トのプロパティ」画面（図 2）に戻って
変更を行う。

2-3. ユーザー・インターフェース

　ユーザー・インターフェースの「ダイ
アログ」では、インストーラ実行時に表
示されるダイアログを選択する。設定画
面で各ダイアログ画面を選択すると、横
にプレビューされるので、確認しながら
選ぶことができる。
　例えば、licensecheck は、図のよう
に License Agreement（使用許諾）の
画 面 が 用 意 さ れ て い る。 他 に も
README、進行状態を表すプログレス
バー画面などがあるので、必要に応じて
選択する。不要であればチェックを外せ
ばよい。【図 6】
　また、使用許諾や ReadMe で表示す
る内容については、ツリーメニューの

「EULIA 及び ReadMe」で指定できる。
ここでは必要に応じて設定する。
　なお、ダイアログは英語となっている
が、インストールには影響しないので安
心していただきたい。もし日本語化した
い場合には、ローカライゼーションを行
う必要がある。方法については、Delphi
開発元であるエンバカデロ・テクノロ
ジーズのサイトに方法が記載されている
ので、そちらを参照していただきたい。

【InstallAware を使って配布モジュール
を作成する

－インストーラのローカライズ】
http://edn.embarcadero.com/jp/
article/34383

2-4. 配置

　配置の「ビルドの設定」では、まず、
作成されるインストーラのタイプを指定
する。タイプには、圧縮されていないも
のと圧縮されたものがある。【図 7】

●圧縮されていないディレクトリ
　どのように異なるかを見るために、ま
ずはデフォルトの「圧縮されていない
ディレクトリ」を見てみよう。
　この状態で、メニューの［ファイル｜
保存］から一旦プロジェクトを保存し、
フォルダ構成を確認してみると、図 8 の
ようになっている。なお、これはインス
トーラのタイプにかかわらず同じであ
る。【図 8】
　ではここから、「圧縮されていないディ
レクトリ」タイプでビルドを行っていく。
設定内容からインストーラの作成を行う
には、メニューより［プロジェクト｜ビ
ルド］を選択する。ビルド中は経過が逐
次表示される。【図 9】
　正常に終了すれば自動で閉じられる。
エラーがある場合にはメッセージを確認
し、修正を行う。
　では、ビルド実行後に再びプロジェク
トフォルダを確認しよう。すると、図
10 のように、Release¥Uncompressed
フォルダの下にインストーラが作成され
ている。このexeがインストーラになる。
　なお、exe 以外にもファイルがあるが、
これらを参照しながらインストールが行
われる。そのため、CD-ROM 等にイ 
ン ス ト ー ラ を 作 成 す る 際 に は、
Uncompressed フォルダ以下の全ファ
イルが必要になる点に注意しよう。【図
10】

●圧縮された Single-Installing EXE
　次に「圧縮された Single-Installing 
EXE」タイプに変更し、ビルドを行っ
てみる。図 11 のように、Release フォ
ルダの下には、Uncompressed フォル
ダとは異なり、別の Single フォルダが
作成されて 1 つの exe だけが存在して
いる。【図 11】
　つまり、圧縮されて、すべてのファイ

ルがこの exe に含まれている状態であ
る。図 10 の「圧縮されていないディレ
クトリ」タイプと異なり、複数のファイ
ルやフォルダが存在していない。
　このため、フォルダで管理する必要が
なく、1 つのファイルで管理すればよい
の で、「 圧 縮 さ れ た Single-Installing 
EXE」タイプのほうが便利ではある。
ただし、ビルド時に圧縮が行われ、実行
時には解凍されるため、配布するファイ
ルのサイズ等によっては時間がかかるこ
ともある。

2-5. インストーラの実行

　インストーラを実行してみよう。する
と、選択したダイアログが順に表示され、
ファイルが配布される。【図 12】

3.dbExpressでの
	 ポイント
　dbExpress を使用したアプリケーショ
ンを配布する場合、必要なファイルは、
Delphi/400 がインストールされた開発環
境に存在する。また、必要なファイルは
Delphi/400 のバージョンにより異なる。

● VXE、V2010、V2009
　VersionXE、Version2010、Version2009
では、次の 3 つになる。

・midas.dll
　配布元・配布先ともに C:\WINDOWS\
System32 である。InstallAware での配布
先指定は、予約語$WINSYSDIR $となる。

・dbxadapter.dll
　配布先は C:¥Windows¥System32 で、
InstallAware では予約語$WINSYSDIR $
を指定する。また、配布元は Delphi/400
のバージョンにより異なり、以下のよう
になる。

（VXE）
C:¥Program Files¥Embarcadero¥RAD 
Studio¥8.0¥bin

（V2010）
C:¥Program Files¥Embarcadero¥RAD 
Studio¥7.0¥bin

（V2009）
C:¥Program Files¥CodeGear¥RAD 

http://edn.embarcadero.com/jp/article/34383
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Studio¥6.0¥bin

・dbxdrivers.ini
　配布先は EXE と同じフォルダで、
InstallAware では予約語$TARGETDIR $
を指定する。また、配布元は Delphi/400
のバージョンにより異なり、以下のさら
に各フォルダに存在する。

C:¥Documents and Settings¥All Users¥ 
Documents¥RAD Studio¥dbExpress

（VXE）
〜¥dbExpress ¥8.0

（V2010）
〜¥dbExpress ¥7.0

（V2009）
〜¥dbExpress

● V2007
　一方、Version2007 の場合、2 つのファ
イルを配布する。1 つは Version2009 以
降と同様に、Midas.dll である。もう 1 つ
は dbxadapter30.dll である。

・Midas.dll

・dbxadapter30.dll
（V2007）
C:¥ProgramFiles¥CodeGear¥RAD 
Studio¥5.0¥bin

　前述の「2-2. セットアップ・アーキテク
チャ」で、これらのファイルの配布を指
定する。Midas.dll を指定した場合、図 13
のようになる。【図 13】

4．BDEでのポイント
　 実 は BDE は dbExpress と 異 な り、
ファイルの配布ではなく、マージモ
ジュールを使用して実現している。
BDE は多くのファイルから構成されて
おり、マージモジュールを組み込むだけ
で、各ファイルや配布先の指定も不要で
BDE 環境が作成される。
　詳細は、以下のサイトを参照してほし
いが、マージモジュールは、Delphi 開
発元のエンバカデロ・テクノロジーズの
サイトよりダウンロードして入手する必
要がある。また、ダウンロードする際に
は、Delphi の使用許諾を取得したユー

ザー名（もしくは email アドレス）と
パスワードも必要になる。

【ミガロ . HP
「Delphi/400 Version2007 以降の BDE
マージモジュールの追加方法」】
http://www.migaro.co.jp/contents/
p r o duc t s / de l p h i 4 0 0 / f a q / t e c .
html#q47

【登録ユーザー向けダウンロードページ
－ BDE Merge Module for RAD 
Studio 2007-XE2】
http://cc.embarcadero.com/myreg

　マージモジュールの使用方法は、まず、
ダウンロードしたマージモジュール
BDE_PRO.Msm を、適当なフォルダに
コ ピ ー す る（C:\Program Files\
Common Files\Merge Modules など）。
　 そ の 後、InstallAware で マ ー ジ モ
ジュールを指定する。これは、［配置｜
マージモジュール］のステップで、上記
のフォルダにコピーした BDE_PRO.
Msm を指定する。【図 14】
　注意するポイントは、マージモジュー
ルを含めた場合には、ビルドの種類で「圧
縮されていないディレクトリ」を選択す
ることである。圧縮されるタイプでは、
生成されたインストーラから BDE が正
しくインストールされないケースがあ
る。

5．�Delphi/400インス
トーラの呼び出し

　InstallAware には、インストールの
前や後などのタイミングで、指定したプ
ログラムを呼び出す機能が存在してい
る。 こ の 機 能 を 利 用 し て、 さ ら に
Delphi/400 の イ ン ス ト ー ラ（Setup.
exe）を呼び出してみよう。
　Delphi/400 のインストーラは CD-
ROM に あ る が、InstallAware か ら
CD-ROM を参照する場合、予約語を追
加して使用できるようにする必要があ
る。この予約語により、端末ごとにドラ
イブが異なっても参照可能になる。
　CD-ROM を参照する設定を行うには
最初に、前述の「2-2. セットアップ・アー
キテクチャ」の「ファイル」のステップ
を用いる。「ターゲットフォルダ」上で

右クリックし、「システムフォルダの追
加」を選択する。表示されたダイアログ
上で「CD-ROM パス」を選択して登録
すると、$MYCDPATH $が追加される。

（ここではターゲットファイルを指定す
る必要はない）。【図 15】
　次に、Setup.exe の呼び出しを指定す
る。ツリーメニューの［拡張オプション
｜プログラムを実行］を選択する。実行
プログラムの一覧が表示されるので、そ
こで右クリックし「新規」を選択すると、
ダイアログが表示される。【図 16】
　このダイアログでは、次の項目を指定
する。

・「プログラムファイル」
　配布したファイルを指定する場合は

［ブラウズ］ボタンから選択するが、今
回のように、CD-ROM の Setup.exe を
指定する場合には、$MYCDPATH $\
SETUP.exe と直接入力する。
　なお、変数$MYCDPATH $を有効に
するには、上記の［セットアップ・アー
キテクチャ｜ファイル］のステップで追
加した$MYCDPATH $のフォルダが存
在していなければならない。登録しない
まま、ここで直接、実行プログラム名で
指定しても動作しない。

・「スケジュールの実行」
　今回は「インストール後」とする。な
お、BDE の場合は、Delphi/400 より先
に BDE がインストールされていなけれ
ばならないため、必ず「インストール後」
とする。

・「プログラムが終了するまでお待ちく
ださい」のチェックボックス
　チェックを入れることで、呼び出した
プログラムが終了するまで、インストー
ラが待機する。

　以上を設定した画面が図 17 である。
【図 17】
　ビルドして作成されたインストーラを
実行すると、指定した dbExpress や
BDE の フ ァ イ ル の 配 布 後、 さ ら に
Delphi/400 のセットアップ画面が起動
する。そこで、通常どおり、画面の指示
に従って進めていくと、Delphi/400 が
インストールされる。

https://members.embarcadero.com/Login.aspx?returnurl=http%3a%2f%2fcc.embarcadero.com%2fmyreg
http://www.migaro.co.jp/contents/products/delphi400/faq/tec.html#q47
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●サイレントインストール
　ここで、Delphi/400 のインストーラ
画面を表示せずに、Delphi/400 のイン
ストールを実現する方法を紹介しよう。
　Delphi/400 運用版は、「サイレントイ
ンストール」を行うことができる。サイ
レントインストールとは、応答ファイル
を使用することにより、インストール中
にインストーラ画面が表示されず、入力
や応答が不要になるインストール手法で
ある。
　なお、Delphi/400 インストーラ用の
応答ファイル（iss ファイル）は、製品
保守のサービスから入手することができ
る。注意点としては、iss ファイルは
Delphi/400 のバージョンごとに用意さ
れているので、使用バージョンに適応し
たものを使う必要がある。
　通常サイレントインストールは、
Windows のコマンドプロンプトより、
以下のコマンドで実行する。このコマン
ドにより、D ドライブにある Setup.exe
が 指 定 さ れ た 応 答 フ ァ イ ル C:\
INSTALL\setuppcE.iss を参照して実
行され、その間インストール画面は一切
表示されない。

D:¥SETUP.EXE -S -F1C:¥INSTALL¥ 
setuppcE.iss

　InstallAware では、ツリーメニュー
の［セットアップ・アーキテクチャ｜ファ
イル］のステップで、応答ファイル
setuppcE.iss の配布を指定する。図 18
で は、 配 布 先 $TARGETDIR $ に
setuppcE.iss を指定している。【図 18】
　次に［拡張オプション｜プログラムを
実行］のステップで、「プログラムファ
イ ル 」 は パ ラ メ ー タ を 付 け ず
$MYCDPATH $¥SETUP.exe のままと
し、「パラメータ」でパラメータの -S 
-F1C:¥Migaro¥setuppcE.iss を入力す
る。
　ただし、このパラメータでは、予約語
$TARGETDIR $が指定できない。その
ため、コマンドプロンプトから実行でき
る よ う に、iss フ ァ イ ル の 参 照 先 は
$TARGETDIR $が指す場所を記述す
る。ここでは、C:\Migaro\setuppcE.iss
となる。（「2-1. アプリケーション情報」
の「ターゲットフォルダ」参照）。【図
19】

　以上により、インストール先に、配布
された応答ファイルを参照しながら、サ
イレントインストールが行われる。
　なお、サイレントインストールで注意
する点として、セットアップの結果が、
応答ファイルと同じ場所に書き込まれ
る。具体的には、セットアップの結果ファ
イルとして setup.log が作成され、成功
すれば ResultCode=0 と書き込まれる。
このため、配布先は参照だけでなく、書
き込みができる場所でなければならな
い。

6.補足および注意点
● InstallAware のインストール
　InstallAware は、別途インストール
する必要がある。Delphi または RAD 
Studio の製品 DVD 起動時に表示され
るメニューから選択し、インストールを
行う。
　ただし、Version2010 以降のメニュー
からインストールした場合、英語 UI 版
となる。日本語 UI 版は、インストール
メニューには表示されていないため、直
接 DVD にある下記のインストーラを実
行する。

¥InstallAware¥ia6-codegear-express-
special-edition.exe

● dbxdrivers.ini
　前述の「3. dbExpress でのポイント」
で、dbxdrivers.ini の配布先を、プログ
ラムと同じ場所と説明した。しかし、レ
ジストリにその場所を登録すると、以降
は EXE と同じ場所に配布する必要はな
くなる。
　キーは、VersionXE の場合、レジスト
リHKEY_CURRENT_USER¥Software 
¥Embarcadero ¥BDS ¥8.0 ¥DB 
Express のキー「Driver Registry File」
に、dbxdrivers.ini が存在するパスを指
定する。そして、dbxdrivers.ini の配布
先をそのパスとすることで、EXE 以外
の場所が参照される。
　InstallAware では［セットアップ・
アーキテクチャ｜レジストリ］から指定
する。図 20 のように、①で参照元のキー
の パ ス を 選 択 す る と、 ② に キ ー の
Driver Registry File が表示されること
を確認し、選択する。③で参照元と同じ

HKEY_CURRENT_USER を選択した
状態で、［値の追加］ボタンを押すと、
図 21 のように参照元のレジストリキー
の階層でキーが追加される。【図 20】【図
21】

7.まとめ
　今回は Delphi/400 運用環境に必要な
ファイルの配布だけでなく、Delphi/400
のインストーラを呼び出す方法までを説
明した。
　ツリーメニューに従って確認していく
と分かるが、今回紹介していない機能も
まだ InstallAware には多くあるので、
Delphi/400 の運用環境構築に限らず、
さまざまなファイル配布時に役立ててい
ただきたい。
　また、InstallAware で行えない細か
い 制 御 が 必 要 な 場 合 な ど に は、
Delphi/400 で作成したアプリケーショ
ン か ら、InstallAware で 作 成 し た イ 
ン ス ト ー ラ を CreateProcess 等 の
Windows API 関数を使って呼び出すこ
とも可能である。
　とはいえ、InstallAware からは、ファ
イル配布やレジストリキー設定等を画面
で存在を確認しながら行えるなど、操作
し や す く、 機 能 も 充 実 し て い る。
InstallAware の特性を活かせば、かな
り高機能なインストーラを作成できるだ
ろう。

M
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前田 和寛
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム2課

●オブジェクト指向プログラミング
●コンポーネントのカスタマイズ
●コンポーネントへの機能追加
●まとめ

1. オブジェクト指向
	 プログラミング
　システムの構築・運用において、開発
効率の向上を図ることは非常に重要であ
る。プログラミング／メンテナンスの効
率化を目的として、Delphi 言語を選択
する開発者も多いのではないだろうか。
Delphi 言語の特徴はコンポーネントパ
レット、オブジェクトインスペクタを中
心としたビジュアル開発ができることだ
が、本質はオブジェクト指向を取り入れ
ている点にある。
　オブジェクト指向プログラミングと
は、オブジェクトを中心に考えていくプ
ログラミング手法のことだ。オブジェク
ト指向プログラミング言語では、その言
語が備えるクラスと継承の仕組みを利用
すると、開発効率が格段に向上する。
　Delphi/400 ももちろんクラスと継承
の仕組みを備えており、その代表的なク
ラス継承は以下である。

・コンポーネントの継承（以下、カスタ

マイズとする）
・フォームの継承

　今回は、上記のうち、コンポーネント
の継承、カスタマイズを行うと、どのよ
うに開発効率が向上するのか考えてみよ
う。
　通常、システムを運用・稼働している
と、エンドユーザーから変更要望が出て
くる。例えば、「照会画面でデータの並
び順を変更したい」という要望があがっ
たとする。この場合、対象画面に「デー
タの並び順を変更する」処理を追加すれ
ばよい。しかし、対象が 1 画面から 10
画面に増えると、それに伴い開発工数も
増えてしまう。一方、コンポーネントを
カスタマイズする場合、対象画面が増え
ても開発工数は画面数に依存しない。ま
た、コンポーネントで処理記述を一元管
理できるため、画面ごとの動作検証も必
要最低限で済む。
　本稿では、コンポーネントのカスタマ
イズにより、Delphi/400 の開発効率を
向上させる方法を紹介したい。

　なお、フォームの継承方法については
『ミガロ. テクニカルレポート№ 1 2008
秋』のレポート「フォーム継承による効
率向上開発手法」で分かりやすく紹介し
ているので、ぜひ参考にしていただきた
い。

2.コンポーネントの
	 カスタマイズ
　コンポーネントの継承の概念につい
て、Delphi/400 の開発でよく利用する
TEdit と TMaskEdit を例に考えてみよ
う。
　TEdit と TMaskEdit はクラス定義が
異なるが、コンポーネントの機能・性質
についてはそれほど大きく変わらない。
その違いは TMaskEdit のクラス名が示
すとおり、EditMask プロパティが定義
されているくらいだろう。TEdit と
TMaskEdit は継承元のコンポーネント
が共通のため、機能・性質が非常に近い
のである。これらは、コンポーネントの
継承関係を図式化して確認すると非常に

コンポーネントのカスタマイズ（継承、機能追加）を用いて、
Delphi/400 の開発効率向上ノウハウを解説する。

略歴
1983 年 11 月 21 日生まれ
2006 年大阪工業大学情報科学部卒
2006 年 04 月株式会社ミガロ. 入社
2006 年 04 月システム事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 を利用した、システム
の受託開発および保守対応などを担
当している。

カスタマイズコンポーネント入門
―開発効率向上テクニック
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図1　TEditとTMaskEditの継承関係

図2　コンポーネントの新規作成

図3　継承元コンポーネントの指定
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分かりやすい。【図 1】

●カスタマイズのポイント
　カスタマイズを行う際には注意すべき
ポイントが存在するので、以下に説明す
る。これらのポイントに気を付ければ、
コンポーネントのカスタマイズも容易に
できる。

（1）コンポーネントを継承する
　カスタマイズはコンポーネントを継承
利用する。つまり、新しい機能・性質を
追加する際、継承元のコンポーネントで
定義されたプロパティ、手続き、関数を
利用できる。
　例えば、TMaskEdit をもとに作成し
たカスタマイズコンポーネントをコン
ポーネント A、TEdit をもとに作成し
たカスタマイズコンポーネントをコン
ポーネント B とする。コンポーネント
A は TMaskEdit を継承しているため、
EditMask プロパティを利用できる。そ
れに対して、コンポーネント B の継承
元である TEdit にはもちろん EditMask
プロパティが定義されていないため、コ
ンポーネント B では EditMask プロパ
ティを利用できない。

（2）動的なコーディングを行う
　コンポーネントは不特定多数のプロ
ジェクトで利用するため、処理記述を動
的に行う必要がある。通常、TButton
の Action プロパティに Action1 が割り
当てられている場合、Action1 と指定す
ればよい。しかし、カスタマイズコンポー
ネントの処理記述では、同様に Action
プロパティの設定内容を指定する場合、
自身を基準として Self.Action と動的に
表現する（Self は省略可）。

●カスタマイズの手順
　ではここから、実際に Delphi/400 で
カスタマイズコンポーネントを作成する
手 順 を 紹 介 し て い こ う。 今 回 は、
TDBGrid を継承して TTRDBGrid とい
うカスタマイズコンポーネントを作 
成 す る。 な お、 図 表 の 開 発 環 境 は
Delphi/400 Version2010 を使用してい
る。

①コンポーネントを新規作成する
　メニューの［ファイル｜新規作成｜そ

の他］を選択する。新規作成ウィンド 
ウの［Delphi プロジェクト｜ Delphi
ファイル｜コンポーネント］を選択する。

【図 2】

②継承元コンポーネントを指定する
　VCL コンポーネントの新規作成ウィ
ンドウの第 1 画面で、コンポーネントの
リストから TDBGrid を選択し、［次へ］
ボタンを押下する。【図 3】

③新規コンポーネントの設定を行う
　VCL コンポーネントの新規作成ウィ
ンドウの第 2 画面で、「クラス名」に
TTRDBGrid、「パレットページ名」に
TechnicalReport を設定する。
　今回のカスタマイズコンポーネントの
インストール時、この「パレットページ
名」の設定値が、新規追加されるコンポー
ネントパレットのパレットページ名とな
る。【図 4】

④ pas ファイル名を指定する
　VCL コンポーネントの新規作成ウィ
ンドウの第 2 画面で、「ユニット名」に
TechnicalReportControl.pas を指定す
る。作成するカスタマイズコンポーネン
トの pas ファイル名、および、保存先
を指定する。今回は、保存先に C:\
Projects\TechnicalReport\Lib を指定
する。【図 4】【図 5】

　手順①〜④により、TDBGrid を継承
した TTRDBGrid というカスタマイズ
コンポーネントを作成できた。ただし、
生成されたソースを見れば分かるよう
に、まだ個別に機能を追加していないた
め、TTRDBGrid は TDBGrid と機能的
に変わらないテンプレートである点に注
意してほしい。【図 6】
　 作 成 し た コ ン ポ ー ネ ン ト を
Delphi/400 開発環境へインストールす
るには、パッケージファイルが必要とな
る。続けて、パッケージファイルを作成
する手順を紹介しよう。

⑤パッケージファイルを新規作成する
　メニューの［ファイル｜新規作成｜
パッケージ］を選択する。Package1.
bpl が新規作成されたのが確認できる。

【図 7】

⑥コンポーネントを追加する
　メニューの［プロジェクト｜プロジェ
クトに追加］を選択する。プロジェクト
に 追 加 ウ ィ ン ド ウ で、C:\Projects\
T e c h n i c a l R e p o r t \ L i b の
TechnicalReportControl.pas を指定す
る。
　コンポーネントの追加後、メニューの

［ファイル｜すべて保存］を選択し、同
じ フ ォ ル ダ に TechnicalReport.dproj
として保存する。【図 8】

　手順⑤⑥により、コンポーネントのイ
ンストール用パッケージファイルが作成
できた。なお、これまで作成したコンポー
ネントやパッケージファイルは配布を行
うことで、他のユーザーが Delphi/400
開発環境へインストールして共有するこ
とができる。
　最後に、パッケージファイルを使って、
コンポーネントをインストールする手順
を紹介しよう。

⑦パッケージファイルを開く
　メニューの［ファイル｜開く］を選択
する。プロジェクトを開くウィンドウで
TechnicalReport.dproj を選択し、パッ
ケージファイルを開く。

⑧コンポーネントをインストールする
　メニューの［プロジェクト｜プロジェ
クト名を再構築］を選択する。再構築後、
プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ の
TechnicalReport.bpl を右クリックす
る。表示メニューの「インストール」を
選択する。
　 イ ン ス ト ー ル 後 は 図 の よ う に、
TTRDBGrid を正常にインストールで
きたことを確認できる。【図 9】

⑨ Delphi/400 開発環境のライブラリパ
スの設定を行う
　メニューの［ツール｜オプション］を
選択する。オプションウィンドウの［環
境オプション｜ Delphi オプション｜ラ
イブラリ Win32 ｜ディレクトリ｜ライ
ブラリパス］の［…］ボタンを押下する。
ディレクトリウィンドウで C:\Projects\
TechnicalReport\Lib を指定する。【図
10】
　インストールしたコンポーネントを開
発で利用する場合、Delphi/400 開発環
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図4　新規コンポーネントの設定

図5　pasファイルの指定

図6　作成されたTTRDBGrid
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境にパッケージファイルの格納フォルダ
をライブラリパスとして登録する必要が
ある。

　以上で、カスタマイズコンポーネント
を作成し、その作成したカスタマイズコ
ンポーネントを、Delphi/400 開発環境
にインストールできた。Delphi/400 の
再起動後、カスタマイズコンポーネント
TTRDBGrid が利用可能となる。

3.�コンポーネントへの
機能追加

　本章では、カスタマイズコンポーネン
トへの機能追加を紹介したい。今回は 2
章で作成した TTRDBGrid に「データの
並び順を変更する」機能を追加してみよ
う。
　【図 11】のような TTRDBGrid を利用
している照会画面で、明細部のタイトル
をダブルクリックするごとに、選択列を
基準として並び順を変更できるようにし
よう。【図 11】
　データの並び順は「昇順設定→降順設
定→設定なし→昇順設定→…」、と設定が
切り替わるようにする。また、並び順の
設定が分かりやすいように、選択列のタ
イトルのフォント色も変更する。以下の
ような切り替えになる。

昇順設定：赤色
　 ↓
降順設定：青色
　 ↓
設定なし：黒色
　 ↓
昇順設定：赤色
　 ↓

●データの並び順
　処理を実装する前に、データの並び順
を変更する方法を説明したい。
　データの並び順は、TTRDBGrid に紐
付くデータセットのインデックスを利用
する。照会画面の作成時、TTable や
TQuery を利用することがよくある。し
かし、並び順の変更はローカルキャッシュ
に取り込んだデータのインデックスを利
用したいので、今回はデータセットに
TClientDataSet を前提とする。
　次に、TClientDataSet のインデックス

設定について説明する。インデックス設
定には、IndexName と IndexFieldNames
の 2 種類のプロパティが存在する。前者
の IndexName は、Index 定義（フィール
ドの優先順位、フィールドごとの昇順／
降順を指定したもの）をあらかじめ準備
し て 設 定 す る 必 要 が あ る。 後 者 の
IndexFieldNames は、フィールドの優先
順位は指定できるが、降順の指定はで 
きない。今回は昇順／降順を選択で 
き る よ う に し た い の で、Index 定 
義 と IndexName を 利 用 し て 並 び 順 
を 変 更 す る。 な お、IndexName と
IndexFieldNames は互いに排他関係にあ
るため、どちらか一方しか設定できない。

●機能追加
　では、機能追加に必要な処理記述を以
下に洗い出す。

・タイトルをダブルクリックするごとに、
並び順を変更する。

・変更前のインデックス設定を退避／復
元する。

・選択列のフォント色を変更する。

　ここでは、メインの処理である「タイ
トルをダブルクリックするごとに、並び
順を変更する」を中心に説明したい。
　まず、タイトルのダブルクリックによ
り、並び順を変更するため、選択列を特
定する必要がある。WMLButtonDown イ
ベントで、マウスカーソル位置から選択
列を取得し、WMLButtonDblClk イベン
トにて、インデックスの設定処理を呼び
出す。【ソース 1】【ソース 2】
　次に、特定した選択列をもとに、イン
デックスを設定する。ここで「動的なコー
ディングを行う」というポイントを思い
出してほしい。
　 コ ン ポ ー ネ ン ト の 処 理 記 述 時、
TTRDBGrid に紐付くデータセットの
Name や選択列に設定されるフィールド
の FieldName は不明である。そのため、
自身を基準として、紐付くデータセット
は DataSource.DataSet、選択列に設定さ
れるフィールドは Columns.Items[FCoord.
X-1].FieldName と表現する。
　また、今回の Index 定義は昇順／降順
を 問 わ ず、GRID_IDX と 命 名 す る。
TClientDataSet の AddIndex を利用し、
選択列のフィールドと昇順／降順を設定

する。昇順の場合、［ixCaseInsensitive］、
降順の場合、［ixDescending］を指定する。
　後は IndexName に GRID_IDX を設定
することで、並び順の変更ができる。【ソー
ス 3】
　なお、その他の処理の「変更前のイン
デックス設定を退避／復元する」「選択列
のフォント色を変更する」については、
末尾の参考ソースを参照していただきた
い。【ソース 4】【ソース 5】【ソース 6】【ソー
ス 7】
　では、コンポーネントへの機能追加が
できたので、コンポーネントの再インス
トール後に照会画面の動作を確認してみ
よう。明細部のタイトルをダブルクリッ
クするごとに、昇順や降順に明細データ
の並び順が切り替わることが確認できる
だろう。また、同様に TTRDBGrid を利
用している画面が他にもあれば、すべて
の画面で並び順の変更が可能になる。【図
12】【図 13】

4．まとめ
　コンポーネントのカスタマイズと聞く
と難しいイメージを抱くかもしれない
が、処理手順を見ていただいたとおり、
カスタマイズコンポーネントのテンプ
レートは簡単な操作で作成できる。また、
コンポーネントへの機能追加についても
ポイントを押さえれば、比較的簡単に実
現できる。
　一度、カスタマイズコンポーネントを
作成・機能追加すれば、そのコンポーネ
ントを利用しているすべての画面で、追
加した機能が利用できるようになる。ま
た、作成したコンポーネントは、他のユー
ザーもインストールして利用が可能だ。
このようにコンポーネントのカスタマイ
ズにより、Delphi/400 の開発効率を向
上できることが理解いただけただろう。
　本稿で紹介した TTRDBGrid の「デー
タの並び順を変更する」機能を参考にし
て、コンポーネントのカスタマイズ、お
よび独自の機能追加にぜひ挑戦してほし
い。これらの技術情報がシステム開発の
助けとなれば幸いである。

M
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図7　パッケージファイルの新規作成

図8　コンポーネントの追加と保存

図9　コンポーネントのインストール
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図11　照会画面と追加機能

ソース1　WMLButtonDownイベント

図10　ライブラリパスの設定
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ソース2　WMLButtonDblClkイベント

ソース3　Sorting手続き
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参考ソース5　BeforeClose手続き

参考ソース4　TTRDBGridの宣言部
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参考ソース6　Loadedイベント

参考ソース7　DrawCellイベント
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図12　照会画面・会社コードの昇順設定

図13　照会画面・会社コードの降順設定
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吉原 泰介
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課 顧客サポート

●スマートデバイスでのWebアプリケーション活用
●Delphi/400のWebアプリケーション開発
●jQueryMobileを利用したスマートデバイス開発
●まとめ

1. スマートデバイスでの
	 Webアプリケーション 
	 活用
　ここ 1、2 年で iPhone や iPad をはじ
め、スマートデバイス端末が急速に普及
している。これらスマートデバイス端末
は個人の利用だけでなく、ビジネスツー
ルとして、すでに導入・利用を始めてい
る企業も少なくない。そうした背景もあ
り、今回は、Delphi/400 でスマートデ
バイス向けのアプリケーションを開発す
るテクニックを紹介したいと考えた。こ
れから紹介するテクニックを使えば、図
1 のような画面スタイルのスマートデバ
イスアプリケーションが実現できる。 

【図 1】
　Delphi/400 では C/S アプリケーショ
ンだけなく、Web アプリケーションも
開発できる。つまり、Web アプリケー
ションを開発すれば、スマートデバイス
上の Web ブラウザから IBM i のデータ
を扱うことができるようになる。
　特に企業で使用するスマートデバイス

のシステム開発は昨今、端末にインス
トールするアプリケーションよりも、
Web アプリケーションが主流になって
きている。その理由としては大きく 3 つ
ある。

●アプリケーションプログラムの統一
　1 つ目の理由は、アプリケーションプ
ログラムを統一できる点である。
　スマートデバイスとは言っても、
iPhone や Android 等の OS やタブレッ
トの規格の違いなど、端末はさまざまな
種類が使われている。決められた端末（プ
ラットフォーム）向けに開発されたアプ
リケーションは、異なる機種の端末では
動作させることができない。これは
Windows の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が、
Macintosh 上で動作しないのと同様で
ある。そのため、同じアプリケーション
であっても、iPhone 用、Android 用な
ど機種が異なれば、それぞれにあった複
数のアプリケーション開発が必要になっ
てくる。
　しかし Web アプリケーションであれ

ば、Web ブラウザ上で動作するため、
Web ブラウザが使える環境であれば共
通して使用することができる。これが大
きな強みとなる。
　例えば、iPhone であっても Android
であっても同じ Web アプリケーション
を使うことができるので、シンプルに 1
つの開発だけで統一できる。もちろん、
Web アプリケーションであれば、スマー
トデバイスだけでなく、Windows や
Mac、Linux といった PC 上にも展開し、
利用することができる。

●アプリケーションの配布・運用
　2 つ目の理由は、開発したアプリケー
ションの配布・運用面である。
　通常、スマートデバイスで利用するア
プリケーションは、iPhone であっても
Android であっても、開発したアプリ
ケーションをマーケット上で公開した
り、パッケージを配布したりする必要が
ある。しかし、企業で使用するアプリケー
ションをマーケット上で公開すること
は、難しいだろう。また iPhone では、

Delphi/400活用！ スマートデバイスアプリケーション開発
拡張性の高いDelphi/400 ならでは。「jQueryMobile」を使用し、
見栄えのよいスマート画面開発にチャレンジしよう。

略歴
1978 年 03 月 26 日生
2001 年龍谷大学法学部卒
2005 年 07 月株式会社ミガロ. 入社
2005 年 07 月システム事業部配属
2007 年 04 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 と JC/400 の 製 品 試
験、および月 100 件に及ぶ問い合
わせやサポート、セミナー講師など
を担当している。
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Apple のマーケット公開の審査も厳し
いため、いろいろと準備が必要になって
くる。
　その点、Web アプリケーションであ
れば、Web サーバにアプリケーション
を用意すれば、ブラウザで URL を指定
するだけで利用できる。上記のような配
布や運用に苦慮する必要もない。

●セキュリティ
　3 つ目の理由はセキュリティである。
　スマートデバイスは手軽に携帯して利
用できる半面、紛失などの可能性を十分
に考慮する必要がある。特に、スマート
デバイス上にインストールして動作する
アプリケーションが IBM i のデータを
利用しているならば、接続手段や接続情
報を端末内に持っているということであ
る。つまり、スマートデバイスを紛失し
た場合や、ウイルスなどで不正アクセス
されてしまった場合には、社内 IBM i 
への接続情報や設定が漏洩する恐れが生
じる。
　この点においても、Web アプリケー
ションは端末上にアプリケーションの情
報を持たず、あくまで Web サーバ上の
URL にアクセスして利用するため、セ
キュリティ的にも安心して利用すること
が可能だ。

　本稿では、こうした優れた特徴を持つ
スマートデバイス向けの Web アプリ
ケーションを、Delphi/400 で開発する
方法を説明する。ただし、Delphi/400
の開発手法は 1 つではなく、さまざまな
手法で開発が可能である。今回はその一
例の紹介であることをご了承いただきた
い。

2.Delphi/400のWeb
	 アプリケーション開発
　Delphi/400 では、Web アプリケー
シ ョ ン 開 発 の た め に「VCL for the 
Web（旧称 IntraWeb）」と呼ばれる機
能が用意されている。この VCL for the 
Web では、C/S アプリケーションと同
じ開発手法で Web アプリケーションが
開発できる。Delphi/400 開発者によっ
ては非常に便利な機能である。
　最初に、Delphi/400 の Web アプリ
ケーション開発についての概略を説明 

す る。 な お 今 回 は、Delphi/400 
VersionXE のバージョンを使用してい
る。

【Web アプリケーションの開発手順】
（1）プロジェクトの作成
（2）コンポーネントの配置
（3）プログラムの作成
（4）コンパイルと実行

2-1. プロジェクトの作成

　新規に Web アプリケーションのプロ
ジェクトを作成するには、［ファイル］
のメニューから［新規作成｜その他］を
選ぶと、ダイアログが表示される。

［Delphi/400 プロジェクト｜ VCL for 
the Web］ よ り VCL for the Web 
Application Wizard を起動する。【図 2】
　Wizard のダイアログが表示されるの
で、ここでは ISAPIExtension を選択
して進める。【図 3】
　これで、Web 用の新規プロジェクト
が作成できた。【図 4】

2-2. コンポーネントの配置

　Delphi/400 では、Web アプリケー
ション用に、C/S アプリケーションと
類似のコンポーネントが用意されている
ので、同じ感覚でプログラムを作成する
ことができる。
　例えば、TIWButton、TIWRadioGroup、
TIWDBGrid で画面設計をして、簡単な
照会画面を作成してみる。【図 5】

2-3. プログラムの作成

　IBM i のデータは、C/S アプリケー
ションと同じコンポーネントで扱うこと
ができる。また今回は、dbExpress 接
続 を 使 用 す る。 デ ー タ の 表 示 は
TClientDataSet コンポーネントを使い、
次のように構成する。【図 6】

TSQLConnection
→TSQLQuery
→TDataSetProvider
→TClientDataSet
→TDataSource
→TIWDBGrid（画面表示）

　イベントプログラムはボタンを押下時
（OnClick） に、TIWRadioGroup の 指
定に従って、TClientDataSet を Open
するロジックとする。【ソース 1】

2-4. コンパイルと実行

　プログラムのコンパイルを行うと、
dll のアプリケーションが作成される。
Windows サーバ上で稼働させた IIS

（Internet Information Service） に 作
成した dll を配置して、Web ブラウザ
から実行してみよう。
　PC の Web ブラウザはもちろん、ス
マートフォンなどの Web ブラウザから
もアプリケーションを実行して、IBM i 
のデータを活用することができるのであ
る。今回はスマートデバイスに画面サイ
ズをあわせているため、PC ブラウザで
は若干画面サイズを小さくしている。 

【図 7】
　ここまで、Web アプリケーションの
開発手順の概略を説明した。
　なお、開発の詳しい手順については、

『ミガロ. テクニカルレポート No.2 2009
年秋』掲載のレポート「Delphi/400 を
利用したはじめての Web 開発」で分か
りやすく解説しているので、参考にして
いただきたい。

3.�jQueryMobileを
	 利用したスマート
	 デバイス開発
　さて、前章で Delphi/400 での Web ア
プリケーション開発手順を紹介したが、
スマートデバイスで使うにしては、画面
デザインが少々物足りないと感じる方も
いるだろう。Web アプリケーションの見
た目をよくするためには、画面用にデザ
イン画像を用意したり、JavaScript や
meta タグ等を組み込んだりすることで工
夫できる。
　今回は、Web アプリケーションをス
マートデバイスで見栄えよく完成させる
ために、「jQueryMobile」というオープ
ンソースを活用する手法を紹介する。

3-1. jQueryMobileとは？

　まず、jQueryMobile について、説明し
たい。【図 8】
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図1

図2
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　jQueryMobile はスマートフォンやタブ
レットで使用する Web アプリケーション
用にユーザーインターフェースの画面デ
ザインや部品を提供してくれるフレーム
ワークである。jQueryMobile のオリジナ
ルは海外サイトで公開されている。もち
ろん、日本語に訳されたリファレンスの
サイトもあるので安心していただきたい。

【図 9】

【jQueryMobile】
http://jquerymobile.com

【jQuery Mobile 1.1.0 日本語リファレン
ス】
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_
mobile/

　使い方は非常に簡単で、公開されてい
る html ソースを組み込むだけで利用する
こともできる。実は、Delphi/400 の「VCL 
for the Web」には html を組み込む機 
能 が 用 意 さ れ て い る の で、 こ の
jQueryMobile をそのまま利用することが
できるのである。

3-2. htmlの組み込み機能

　早速 jQueryMobile を Delphi/400 で利
用するために、html を組み込む方法を説
明しよう。
　まず、使用するのは TIWTemplate 
ProcessorHTML コンポーネントである。
このコンポーネントは、html を指定して、
画面デザインを置き換えることができる。
コンポーネントの使い方は次のとおりで
ある。

① Web アプリケーションを配置するフォ
ルダ内に templates というフォルダを新
規作成して、利用したい画面 html を保存
する。注意点としては、html ファイルの
文字コードは必ず UTF-8 で保存する必要
がある。【図 10】

② TIWTemplateProcessorHTML コ ン
ポーネントの Templates プロパティの
Default に、①で保存した画面 html 名を
設定する。【図 11】

③ Web アプリケーションの画面フォーム
に LayoutMgr プロパティがあるので、そ

こに TIWTemplateProcessorHTML コン
ポーネントを設定する。【図 12】

　これだけの簡単な作業で、Delphi/400
アプリケーションの画面に html を利用す
ることができるようになる。

3-3. 画面レイアウトの作成

　それでは、jQueryMobile を利用して画
面 デ ザ イ ン を 作 成 し て み よ う。
jQueryMobile のサイト上に「単一ページ
テンプレート」が用意されているので、
これを利用する。
　まず、コピーしたhtmlをtemplatesフォ
ルダに保存する。【ソース 2】

【参考 URL】
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_
mob i l e/#/doc/ jque ry_mob i l e/
components/pages_dialogs/single_
page_template/

　続いて、TIWTemplateProcessorHTML
コンポーネントに html を設定して、実際
にアプリケーションを実行してみよう。
実行すると、今まで作成していた画面（図
7）とは、全く異なる html が表示される
ことが確認できるだろう。【図 13】
　ところで、html をうまく組み込むこと
ができたが、画面は jQueryMobile サイ
トからコピーしたテンプレートの内容の
ままだ。そこで、html のページタイトル、
コンテンツ、フッターを書き換えてみよ
う。【ソース 3】
　再度実行してアプリケーション画面を
確認すると、書き換えた html が反映され
ている。【図 14】
　ちなみに、html は Delphi/400 の開発
環境で開くこともできる。つまり、
Delphi/400 ソースと同じように、html を
編集することができる。【図 15】
　以上で、スマートデバイスらしい画面
デザインを取り込むことができた。さら
に見た目だけでなく実は、この画面はス
マートデバイスの端末の形態にあわせて、
画面を自動調整してくれるのである。もち
ろん縦、横の画面回転にも対応している。

3-4. コンポーネントとhtmlの連携

　html で、スマートデバイス用の画面デ

ザインを適用することができた。ただし、
今の状態では、Delphi/400 で作成したコ
ンポーネントが表示されていない。ここ
からは、コンポーネントを html と連携さ
せる方法を説明していく。
　連携させる方法は簡単である。htmlに、
コンポーネントの名前を次のように追記
すればよい。

{%コンポーネント名% }

　では、実際に、html のコンテンツ部分
にコンポーネント名を組み込んでみよう。
　コンパイルして実行すると、html の画
面の中にコンポーネントが組み込まれ、
表示されていることが確認できる。つま
り、画面だけ html で表示して、裏では
Delphi/400 のプログラムがそのまま動作
しているという仕組みである。【ソース 4】

【図 16】【図 17】

3-5. ラジオグループのカスタマイズ

　さて、コンポーネントが表示されたの
で、ここからはコンポーネントの見た目
についても、jQueryMobile を活用してカ
スタマイズしていく。
　 ま ず TIWRadioGroup に つ い て は、
jQueryMobile のサイト上にラジオボタン
のサンプルが用意されている。このソー
ス を コ ピ ー し て、 部 品 の 名 前 を
TIWRadioGroup のコンポーネント名

（Name プロパティ値）に変更し、html
を書き換えよう。【ソース 5】

【参考 URL】
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_
mob i l e/#/doc/ jque ry_mob i l e/
components/forms/radiobuttons/

　アプリケーションを実行して画面を表
示すると、ラジオグループがカスタマイ
ズされていることが確認できる。【図 18】

3-6. グリッドのカスタマイズ

　次に、データを表示しているグリッド
をカスタマイズする。グリッドについて
は、jQueryMobile のサイト上にリスト
ビューとしてサンプルが用意されている。

http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/#/doc/jquery_mobile/components/pages_dialogs/single_page_template/
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/components/forms/radiobuttons/
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/
http://jquerymobile.com/
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ソース1
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【参考 URL】
http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_
mob i l e/#/doc/ jque ry_mob i l e/
components/lists/docs/

　この html を参考にして、TIWDBGrid
をカスタマイズできる。
　ただし、データの量によっては、可変
で変更されるリストビューを html で事前
に定義することが難しい。そのため、
TIWDBGrid に関しては、Delphi/400 の
プログラムの中で動的に html を作成する
ことにする。

●動的なリストビュー
　まず、ClientDataSet のデータ量によっ
て、リストビューの html ソースを動的に
作成する関数を用意する。【ソース 6】
　そして、html 上で {% IWDBGrid1% }
と記述している部分を、{% ListView% }
へ変更する。これによって、TIWDBGrid
を表示せずに、新しく ListView の描画が
行えるようになる。このリストビューは、
TIWTemplateProcessorHTML コンポー
ネントの UnknownTag イベントで、関
数を呼び出して作成している。【ソース 7】
　アプリケーションを実行して、表示ボ
タンをタッチしてみよう。すると、デー
タの表示がグリッドではなく、リスト
ビュー形式で表示される。【図 19】
　ここまでで、元の画面部品を全てス
マートデバイス向けにカスタマイズする
ことができた。
　最後におまけとして、リストビューに
画像表示も組み込んでみよう。
　フィールドの値と一致する画像ファイ
ルが Web サーバに保存されていること
が前提とするが、<img> タグの html
コードを追加すれば、簡単にリスト
ビュー上に画像を組み込むことができ
る。【ソース 8】これで画像付きの照会
アプリケーションの完成である。【図
20】

4．まとめ
　さて本稿では、Delphi/400 が html
を組み込めるという機能を着眼点とし
て、スマートデバイス向けの Web アプ
リケーション開発方法を説明してきた。
拡張性が高い Delphi/400 ならではのス
マートデバイス対応である。

　今回紹介した jQueryMobile をうまく
活用すれば、誰でも容易に高機能なス
マートデバイス画面を開発できることを
お伝えできただろうか。もちろん html
を組み込まなくとも、Web アプリケー
ションを開発することはできるので、あ
くまでスマートデバイスに簡単に対応す
るための 1 つの手法と考えていただきた
い。
　また Delphi/400 では、jQueryMobile
に限らず、公開されているさまざまな
html や JavaScript の技術を利用するこ
とが可能だ。ぜひ Web アプリケーショ
ン開発の際には、見栄えのよいスマート
デバイス画面にチャレンジしてほしい。
その際、本稿のテクニックが参考になれ
ば幸いである。

M

http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/components/lists/docs/
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ソース3
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図13
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図15
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ソース5

図18

図17
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ソース6
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図20

ソース8
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尾崎 浩司
株式会社ミガロ.

システム事業部 プロジェクト推進室

●3層アプリケーションとは
●DataSnapとは
●DataSnapサーバプログラム作成手順
●DataSnapクライアントプログラム作成手順
●Windowsサービスを使用したDataSnapサーバの作成
●サーバメソッドを呼び出すクライアントプログラムの作成
●最後に

1.�3層アプリケーション
とは

　一般的にクライアントサーバ型アプリ
ケーションというと、画面処理＋ビジネ
スロジックを担当する「クライアント（ア
プリケーション層）」とデータを保持す
る「データサーバ（データ層）」の 2階
層で構築することが多いだろう。
　対して、3層アプリケーションとは、
画面処理を担当する「クライアント（プ
レゼンテーション層）」、ビジネスロジッ
クを担当する「アプリケーションサーバ
（アプリケーション層）」およびデータを
保持する「データサーバ（データ層）」
の3階層に分割して構築するクライアン
トサーバ型アプリケーションのことを指
す。【図1】
　3階層の特徴は、ビジネスロジック部
分をアプリケーションサーバ上のプログ
ラムとして、クライアントPC上で実行
される画面処理部分のプログラムと完全
に分離することにある。
　3層アプリケーションとしてシステム

を構築するメリットとしては、次のよう
なことが挙げられる。

（1）�ビジネスロジックの変更が行いやす
い

（2）�大量データを取り扱うアプリケー
ションが構築しやすい

（3）�クライアントPCの環境構築がシン
プルになる

（1）2層アプリケーションのケースで
は、ビジネスロジックがクライアント
PC上にあるため、仕様変更が必要となっ
た場合、都度クライアントPCへ最新モ
ジュールの再配布が必要となる。
　対して、3層アプリケーションとした
ケースでは、ビジネスロジックがアプリ
ケーションサーバ上にあるプログラムと
なるため、画面処理部分の変更がない限
り最新モジュールはアプリケーション
サーバにのみ適用すればよい。

（2）3層アプリケーションとしたケース
では、ビジネスロジックを記述したプロ

グラムとデータベースとのやり取りが
サーバ間でのネットワーク通信となり、
サーバ⇔クライアント間のやり取りは、
画面処理に必要な情報のみに絞り込むこ
とができる。
　これは、ビジネスロジックが大量の
データを処理する必要がある場合に、遠
隔拠点に配置したクライアントPCから
実行指示を行う際の、処理レスポンス向
上に大きく寄与するだろう。

（3）通常 2層アプリケーションのケース
では、クライアントPC上にデータベー
ス通信用の専用モジュールをセットアッ
プしなければいけないが、3層アプリ
ケーションとしたケースでは、クライア
ントPCは直接データベースを参照しな
いため、クライアントPCにデータベー
ス通信用モジュールが不要となる。
　よって、Delphi/400 の特徴であるラ
ンタイム不要な実行モジュールが作成で
きる点を最大限に活用することが可能に
なる。つまり、クライアントPCには、
実行モジュール（Exe）だけ配布すれば

DataSnapを使用した3層アプリケーション構築技法
多層型アプリケーションのためのフレームワーク「DataSnap」。
これを活用し、Delphi/400 のスキルだけで構築を実現する。

略歴
1973 年 08 月 16 日生
1996 年三重大学工学部卒
1999 年 10 月株式会社ミガロ. 入社
1999 年 10 月システム事業部配属

現在の仕事内容
ミガロ. 入社以来、主に Delphi/400
を利用した受託開発を担当している。
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よいのである。これは、OS/400 のバー
ジョンアップやDelphi/400 運用版ミド
ルウェアのバージョンアップをより容易
にするだろう。

2.DataSnapとは
　こういったメリットを持つ3層アプリ
ケーションだが、あまり利用されていな
いのはなぜだろうか。それは、アプリケー
ションサーバとクライアントPCとの間
の通信を実装する手順が容易ではないか
らである。
　技術的には「CORBA」と呼ばれる分
散オブジェクト技術の仕様があるのだ
が、これをアプリケーションに導入しよ
うとすると、どうしてもCORBAに関
する専門知識が不可欠となる。つまり、
実現は可能だが敷居が高いというのが本
音だろう。
　ところが、Delphi/400には、「DataSnap」
と呼ばれる多層型アプリケーションを構
築するためのフレームワークが搭載され
ている。このDataSnap を利用すれば、
Delphi/400 のスキルだけで 3層アプリ
ケーションが構築できるのである。
　DataSnapを使用して構築する 3層ア
プリケーションは、図2のような構成と
なる【図 2】。一見すると複雑そうなイ
メージではあるが、これらは、通常のア
プリケーション同様、コンポーネントを
使用したビジュアル開発で作成可能であ
る。
　特に、Delphi/400 VersionXE では、
便利なウィザードが使用できるため、よ
り容易に作成できるようになっている。
今回は、このDataSnapを使用した3層
アプリケーションの構築技法を紹介しよ
うと思う。
　なお、今回作成するサンプルプログラ
ムは、ソース 1のDDSより生成された
「得意先マスタ（ファイル名：DTMSCP）」
を使用する。【ソース1】

3.�DataSnapサーバ
プログラム作成手順

　アプリケーションサーバに配置する、
DataSnapサーバプログラムの作成手順を
見ていこう。
　まずDelphi/400を起動したら、［ファ
イル｜新規作成｜その他］より新規作成

メニューを開き、「DataSnap Server」を
選択する。【図3】
　するとウィザードが始まるので、次の
とおり指定していこう。

①�第1画面の「プロジェクトの種類」で
は通常の「VCLフォームアプリケー
ション」を選択する。今回はサーバプ
ログラムも通常のフォームアプリケー
ションとして作成する。【図4】

②�第2画面目の「サーバの機能」画面では、
使用するサーバ機能を選択する。ここ
では初期値のまま「プロトコル -TCP/
IP」「サーバメソッドクラス」にチェッ
クを付けておこう。もし通信手段にＨ
ＴＴＰを使用する場合は、ここで選択
すればよい。【図5】

③�第3画面目は、通信に使用するポート
を選択する。ここも通常は初期値であ
る「211」を指定しておけばよいだろう。
もし同じサーバ上に複数のDataSnap
サーバプログラムを配置するような場
合には、それぞれのプログラムで異な
るポート番号を指定すればよい。【図6】

④�最後の第4画面目の「サーバメソッド
クラスの上位クラス」では、メソッド
等を定義する親クラスを指定する。通
常ここではTDSServerModuleを選択
しよう。これを選択すると、2層アプ
リケーション開発においても多用する
データモジュールと同様の開発手順が
可能となる。【図7】

　以上で、設定が完了である。
　ウィザードが完了すると、次の3つの
ユニットを持つプロジェクトが生成され
る。

（1）�ServerControllerUnit1.pas（DataSnap
本体）

（2）�ServerMethodsUnit1.pas（サーバ実
装用モジュール）

（3）Unit1.pas（メインフォーム）

　プロジェクトが生成されたら、ビ
ジネスロジックにあたる処理を�
（2）の ServerMethodsUnit1.pas にある
TServerMethods1に作成すればよい。こ
こでは、得意先マスタの内容を取得でき

るサーバを作成していこう。
　ServerMethodsUnit1.pas のデザイ
ナを立ち上げ、TSQLConnection、
TSQLTable、TDataSetProvider を貼り
付けて、データベース接続設定を行って
みよう。なお、この手順は、データモジュー
ルにdbExpress接続のデータベースアプ
リケーションを作成するのと同じである
ことも分かるであろう。【図8】
　ところで、設定が完了したら、一度
tblDTMSCP の Active プ ロパティを
Trueに変更して、データベースに正しく
接続できるか確認しておくとよい。無事
に接続確認ができたら、いったん
SQLConnection1のConnectedプロパティ
をFalseに戻して、接続を切断しておこう。
　これだけで、DataSnapサーバプログラ
ムの作成は完了である。
　完了したらプロジェクトに名前を付け
て保存してからコンパイルのうえ、完成
したExeファイルを実行してみよう。す
ると、フォームが1つ立ち上がるアプリ
ケーションが実行されるだろう。実は、
このプログラムが、DataSnapを使用した
アプリケーションサーバとなっているの
である。
　では、このサーバプログラムを立ち上
げた状態のまま、次項からクライアント
プログラムを作成していこう。

4．�DataSnapクライアント
プログラム作成手順

　クライアントプログラムは、VCL
フォームアプリケーションとして作成し
よう。
　新規作成後、生成された Form1 に
TClientDataSet、TDataSource、
TDBGrid および TDBNavigator を貼
り付けて、各コンポーネントの紐付けを
行う。この手順も、dbExpress 接続ア
プリケーションで、お馴染みであろう。

●TSQLConnectionコンポーネント
　次に、TSQLConnectionコンポーネン
トを貼り付け、ConnectionNameプロパ
ティに DataSanpCONNECTION を選
択しよう。実はDataSnapクライアント
プログラムは、dbExpress 接続プログ
ラム同様、TSQLConneciton で接続を
行うのである。Driver プロパティには
サーバ情報を指定すればよい。【図9】
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　具体的には、今回は同じ端末上に
DataSnap サーバが稼働しているため、
HostNameプロパティは localhost のま
までよい。（DataSnap サーバプログラ
ムがリモートサーバの場合は、サーバの
IPアドレスを指定することとなる。）ま
た、DataSnapサーバプログラムで指定
したポート番号「211」を、Port プロパ
ティに設定しよう。
　DataSnapサーバプログラムへの接続
設定が完了した。

● �TDSProviderConnectionコンポーネ
ント

　続いて、TDSProviderConnection コ
ンポーネントを貼り付けよう。これは、
DataSnapサーバプログラムで作成した
サーバメソッドクラスを指定するもの
だ。
　ここでは、ServerClassName プロ
パティに TServerMethods1 と入力
し、SQLConnection プ ロ パ ティに
SQLConnection1を選択すればよい。こ
れで、DataSnap サーバ上のサーバメ
ソッドをクライアントから使用できるよ
うになる。
　最後に、ClientDataSet1 を選び、
RemoteServer プ ロ パ テ ィ に
DSProviderConnection1 を選択する。
すると、ProviderNameプロパティに、
DataSnapサーバプログラム上で定義し
たdspDTMSCPが選択できるはずであ
る。ここまでのところを一通り設定した
のが図10である。【図10】

　以上で、設定が完了である。
　設定が完了したら、ソース 2のよう
なプログラムを記述しよう。画面起動
時（Form の OnCreate 時）にクライ
アントデータセットを開く処理と、デー
タセット Post 後（ClientDataSet の
OnAfterPost 時）にクライアントデー
タセットの変更内容をサーバに適用する
ロジックのみである。【ソース2】
　完成したら、クライアントアプリケー
ションを実行してみよう。クライアント
プログラムには、IBM i （AS/400）に
接続する処理は一切記述されていない
が、データが表示されているのが分かる
であろう。【図11】
　ここまで、DataSnapを使用すること
で、簡単に3層アプリケーションを構築

できることをお伝えした。DataSnapの
仕組みと設定ポイントがお分かりいただ
けたかと思う。

5.�Windowsサービスを
使用したDataSnap
サーバの作成

　先ほど作成したDataSnapサーバプロ
グラムは、VCLフォームアプリケーショ
ンであった。つまり、クライアントプロ
グラム実行前に、あらかじめDataSnap
サーバプログラムの画面を起動しておく
必要がある。しかし、実際のアプリケー
ションサーバでは、常にログインしたま
まプログラムを実行しておくというのは
現実的ではない。
　そこでここからは、DataSnapサーバ
プログラムを「Windowsサービス」と
して実行できるようにしてみよう。
　また、先ほどは単純に得意先マスタの
内容を表示するだけであったが、今度は
クライアントアプリケーション側から絞
り込み条件として「得意先カナ」を指定
することで、対象データを検索できるよ
うに拡張してみたい。

●Windowsサービス
　Windows サービスプログラムとは、
Windows動作中にバックグラウンドで
常に実行させることが可能なプログラム
のことである。これはログインしなくて
も実行させることができるため、
DataSnapサーバプログラムに最適であ
ろう。
　Windows サ ー ビ ス を 使 用 し た
DataSnapサーバプログラムは、前述の�
「3. DataSnap サーバプログラム作成手
順」の項と同様の手順でプロジェクトが
作成できる。
　ウィザードの第1画面目（図 4）に出
る「プロジェクトの種類」で「サービス
アプリケーション」を指定すればよい。
ただし、作成されたプロジェクトは、前
述の「VCLフォームアプリケーション」
と同様だが、Unit1.pas（Form1）だけ
がない点に注意されたい。今回の「サー
ビスアプリケーション」には通常画面が
存在しないからだ。

●データ検索処理
　また今回は、クライアントからデータ

検索処理が呼び出せるようサーバメソッ
ドも追加しよう。
　宣言部に、GetDataDTMSCPという
名前の関数を追加する。【ソース3】
　この関数の引数（AMCTRKN）に指
定されたカナ名をもとに得意先マスタを
カナ名で検索し、条件に合致するデータ
のみ抽出できるようにしたい。データの
抽出には、SQL 文を発行するために
TSQLQueryコンポーネントを使用しよ
う。ServerMethodsUnit1 には図 12 の
ように設定を行う。【図12】
　準備ができたら、ソース4のようなロ
ジックを作成しよう。ここでは、サービ
ス起動時にデータベースへ接続する処理
と、引数に指定された「カナ」を条件に
データを抽出するSQL文を発行し、検
索結果が1件以上存在した場合、戻り値
にTrueをセットするメソッドを作成し
ている。【ソース4】
　なお、ここまで見てきた手順も、デー
タモジュールに関数（メソッド）を定義
する手順と同様であることがお分かりい
ただけるであろう。

　以上、ソースが完成したらプロジェク
トに名前を付けて保存のうえ、コンパイ
ルを行おう。加えて、完成したプログラ
ム（Exe）はそのまま実行するのではな
く、サービスに登録する必要がある。こ
れは通常コマンドプロンプトで、プログ
ラム名の後ろに「/install」を付加して
実行すればよい。その後サービス管理画
面で、登録されたサービスを「開始」に
する。【図13】
　今回は実行しても、上述したようにプ
ロジェクトにフォームがないため、画面
が何も表示されないが、サービス実行状
態が「開始」となっていれば完了である。

6.�サーバメソッドを呼び
出すクライアントプロ
グラムの作成

　今度は、サービス登録したDataSnap
サーバを使用するクライアントプログラ
ムを作成していこう。
　まず、検索条件となる「カナ」入
力を行う TEdit と、検索を実行す
る TBitBtn を貼り付けて画面を作�
成しよう。なお、TSQLConnection、
TDSProviderConnection、TClientDataSet
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の部分は、前述の「4. DataSnapクライ
アントプログラム作成手順」の項で設定
した手順と同様でよい。【図14】

●TSQLServerMethodコンポーネント
　次に、TSQLServerMethod コン
ポーネントを貼り付けよう。これは、
DataSnap サーバに定義したメソッ
ドを呼び出すことができるクライア
ントコンポーネントである。具体的
には、SQLConnection プロパティに
SQLConnection1 を 指 定 し た 後、
ServerMethodNameプロパティを選ぶ
とメソッドの一覧が表示される。ここで、
先ほど作成したGetDataDTMSCPを選
択すればよい。【図15】
　これで、クライアントプログラムから
サーバメソッドが使用可能になるわけ
だ。プログラムの記述例は、ソース5の
ようになる。
　メソッドの引数（今回の場合、
AMCTRKN）および処理結果の戻り値
（Result）は、TSQLQuery におけるパ
ラメータクエリー同様、ParamByName
メソッドでアクセスできることが分か
る。また、戻り値（Result）は、パラメー
タ名のReturnParameter にて取得可能
である。なお、サーバメソッドの実行は
ExecuteMethod メソッドを使用する。
【ソース5】

　今回作成したクライアントプログラム
を実行すると、図 16のようになる。ク
ライアントPCで指定した条件により、
DataSnapサーバが検索処理を行い、結
果のデータセットを返却していることが
分かる。【図16】

7.最後に
　今回はDataSnapを使用した、3層ア
プリケーションの構築技法を紹介した。
この技法を用いれば、例えばGUIアプ
リケーションとWebアプリケーション
とで同じビジネスロジックを使用するよ
うな場合にも有益そうである。
　図 17は、DataSnap サーバプログラ
ムにアクセスするクライアントプログラ
ムを、Webアプリケーション用フレー
ムワークであるVCL for the Webを使
用して作成したものである。【図17】
　Webサーバは通常、社内LAN環境

とは別にDMZ（非武装地帯）に配置す
ることが多い。しかし、DataSnapを使
用すれば、Webサーバとアプリケーショ
ンサーバとの間にデータベース接続用の
特別なポートを開放することなくアプリ
ケーションを公開できるため、安全性を
向上させることが可能である。【図18】
　このように、DataSnap を使用した 3
層アプリケーションとしてシステムを構
築しておくと、たとえ当初はクライアン
トプログラムをGUIアプリケーション
用に作成したとしても、将来Webアプ
リケーション化等を検討する際に容易に
応用がきくし、安全性の向上というメ
リット獲得にもつながる。そういったこ
とも勘案し、ぜひ一度DataSnapを使用
した3層アプリケーションにチャレンジ
してみてほしい。

M
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清水 孝将 / 伊地知 聖貴
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム1課

●Web開発におけるポップアップウィンドウの活用
●JC/400標準機能による実現
●JavaScriptによる実現
●JavaScriptでの活用例
●補足：Ajaxを活用してHTMLを取得する
●まとめ

1.Web開発における
	 ポップアップウィンドウ
	 の活用
　「ポップアップウィンドウ（以下、ポッ
プアップ）」とは、画面上のボタンクリッ
クなどによって新たに立ち上がるウィン
ドウのことである。
　例えば、一覧でレコードを表示する機
能と、一覧から選択したレコードの詳細
内容を表示する機能を、Web で実現す
る場合を想定してほしい。この場合、一
覧画面でボタンをクリックすることで、
すべてが詳細画面に切り替わってしまう
と、一覧画面の他のレコード情報と比較
して詳細画面を見ることができなくなっ
てしまう。このような場合に、ポップアッ
プを有効に活用できる。
　Web でのポップアップの表示には、2
種類の方法がある。

●新規ウィンドウ
　1 つ目は、新規ウィンドウとして表示
する方法である。新規ウィンドウの生成

は、JavaScript の window.open（）メソッ
ドを用いることで簡単に実装できるた
め、誰でもすぐに実現が可能である。
　ただし、この方法はブラウザやセキュ
リティソフトの機能によって、ポップ
アップがブロックされることが多い。そ
の理由は、この機能が昨今、フィッシン
グ広告としても使われており、対策とし
てブロック機能が用意されているからで
ある。その結果、最近ではこの形式のポッ
プアップは使用されることが少なくなっ
ている。

● HTML にタグ要素追加
　2 つ目は、HTML 上へ新たなタグ要
素を追加することで、同じウィンドウ上
にポップアップとして表示する方法であ
る。この方法は、JavaScript のコーディ
ングを必要とするが、新規ウィンドウが
立ち上がらないため、ポップアップをブ
ロックされることがないという特徴を
持っている。
　JC/400 標準のポップアップ機能には、
2 つ目の方法を採用している。

2.�JC/400標準機能に
よる実現

　JC/400 では、HTML へ新たなタグ要
素を追加することで、同じウィンドウ上
にポップアップが表示可能である。
　実装方法も非常に簡単である。HTML
を JC/400 Designer で配布する際に、
画面右上にある「新規ウィンドウを開き
ますか？」のチェックボックスをオンに
し、その画面の表示位置（top,left）、幅

（width）、高さ（height）、クラス（適
用する CSS）を設定して配布するだけ
である。【図 1】【図 2】
　また、ポップアップとして配布するこ
とによる RPG のコーディングへの影響
はなく、ポップアップであることを意識
せず、通常画面と同じ手法で開発するこ
とが可能である。

3.�JavaScriptによる
実現

　JC/400 では、IBM i にリクエストを

JC／400でポップアップウィンドウの制御&活用ノウハウ！
JC/400 の標準機能と JavaScript の 2 つのアプローチにより、
ポップアップの開発手法、活用例を紹介する。
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送り、そこで HTML を再作成すること
により、ポップアップを実現している。
そのため、ポップアップを表示する際に
は、画面の再読み込みが必要である。
　IBM i で HTML を再作成する理由
は、ポップアップに IBM i の DB 情報
を反映するからである。したがって、
DB 情報を取得しなくてもよい簡易な画
面をポップアップさせたい場合は、再読
み込みの必要がなくなる。
　例えば、図 3 のような物件情報を照会
する画面で、各物件の間取り画像を表示
するようなポップアップのケースでは、
必要な情報は画像ファイルの保管パスだ
けである。それだけの情報ならば、呼出
元画面の読み込み時に取得しておけば、
再度 DB 情報を取得する必要がない。そ
して再読み込みがなくなれば、ポップ
アップの表示速度が上がり、明細ごとの
画像の確認がスムーズになる効果も期待
できる。【図 3】
　このような、簡易なポップアップの表
示は、JavaScript を利用することで実
現可能である。【図 4】
　次項から、JavaScript を用いて、再
読み込みの発生しないポップアップの表
示に必要なコーディングを解説する。

【ソース 1】

3-1. タグ要素の作成

　ポップアップのもととなるタグ要素を
作成する。このタグ要素を HTML 上に
追加することで、ポップアップが表示で
きる。
　HTML の記述は、ソース 2 のように、
<BODY> タグの中にブロック要素の
<DIV> やインライン要素の <SPAN>
タ グ を 記 述 し、 さ ら に そ の 中 に
<TABLE> や <INPUT> タグを記述す
るといった階層構造になっている。【ソー
ス 2】
　その階層構造における上下の階層の関
係のことを「親子関係」と呼んでいる。
例えば、③と④の関係は <SPAN> タグ
が親となり、<TABLE> タグが子となっ
て い る。 ④ と ⑤ で 見 た 場 合 は
<TABLE> タ グ が 親 と な り、
<THEAD>タグが子という関係となる。
　また、親要素への処理は、そのまま子
要素にも適用されるという特性を持って
いる。親であるタグ要素を HTML に追

加すると、その子であるタグ要素も追加
される。
　この親要素は、ソース 1 の①にある
document.createElement（タグ要素名）
メソッドによって、「ParentTag」とい
う変数名で作成している。

3-2. タグ要素へ子要素を追加

　作成した ParentTag の子要素となる
タグを追加する。追加する子要素をソー
ス 1 の②で「ChildTag」という変数名
で作成している。
　ParentTag と ChildTag は、どちら
もタグ要素だが、ソース 1 の①と②では、
作成方法が異なる。それは、①がオブジェ
クト型として定義されており、②が文字
型として定義されている点である。
　理由は、ParentTag が HTML に記述
された状態で考えると分かりやすい。
　HTML 上に ParentTag を追加する
と、HTML は <DIV></DIV> と 記 述
される。この状態では、タグの中の記述
がないので、画面上には何も表示されな
い。HTML を 記 述 す る 際 は、 そ の
<DIV></DIV> の中に、子となるタグ
要素を記述して画面を作成していく。
　 こ れ は、JavaScript で innerHTML
というプロパティを用いることでも可能
である。innerHTML は、タグ要素の中
の HTML 記述という意味のため、文字
型 を 対 象 と し て い る。 つ ま り、
<DIV></DIV> の 意 味 を 持 つ
ParentTag の中の HTML 記述として、
ChildTag を innerHTML で追加するた
め、ChildTag は文字型である必要があ
るというわけである。この処理は、ソー
ス 1 の③で行っている。
　また、innerHTML は文字型として親
要素の中に記述するため、追加されるタ
グ要素の数に制限はなく、タグ要素のス
タイルシートなども反映できるという特
徴も持っている。

3-3. HTMLへタグ要素を追加

　続いて、親要素として定義されたタグ
要素を、HTML に追加する。
　タグ要素を HTML へ追加するには、
ソース 1 の④にある document.body.
appendChild（オブジェクト型）という
メソッドを用いる。これは、タグ要素を、

HTML 記述内で最上位の階層にあたる
<BODY> タグの子として追加するとい
う意味である。引数がオブジェクト型と
なっているのは、JavaScript 上でタグ
要素を作成すると、オブジェクト型とし
て定義されるからである。
　つまり、ChildTag のような文字型変
数として作成した変数は、引数として渡
すことができない。この引数に、オブジェ
クト型として作成されたタグ要素の
ParentTag を指定することで、HTML
にタグ要素を追加できるようにしている
のである。
　以上の手順で、HTML 上へのタグ要
素の追加が完了し、画面上にポップアッ
プを表示可能になった。
　なお、ソース 1 では、HTML にタグ
を追加する処理の他に、ParentTag.
style.position などの記述がある。これ
は、HTML に追加するタグ要素のスタ
イルシートの設定をするための処理であ
る。

3-4. HTMLからJavaScriptを呼び出す

　ここから、ソース 1 の関数を HTML
上で呼び出す方法を解説する。

●イベントハンドラ
　HTML 上で JavaScript を使用するに
は、「イベントハンドラ」を使用する。
　イベントハンドラは、画面上で発生す
るさまざまなアクションに対して、
JavaScript の処理を行うためのトリ
ガーとなる命令である。これには、マウ
スをクリックした時に発生する onClick
や、マウスカーソルが上に載った時に発
生する onMouseOver など、さまざま
な種類が用意されている。
　イベントハンドラは、ソース 3 のよう
に HTML のタグ内に記述する。ソース
3 では、ボタンをクリックすると、「ボ
タンがクリックされました。」というメッ
セージダイアログが表示される。【ソー
ス 3】
　また、ソース 3 の onClick の” ”で囲
まれた中に、JavaScript の処理を記述
する。ここの処理には、簡単な処理以外
は、関数を作成して呼び出すことが多い。
理由は、イベントハンドラ内の処理はそ
こでしか使用できないため、別の場所で
同じ処理をしたい場合に再び記述する必
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要があり、保守性が悪くなるからである。

● PopCreate の呼び出し
　ソース 4 では onClick を用いて、ソー
ス 1 に記述された関数 PopCreate を呼
び出している。PopCreate には引数と
して、以下の 3 つが用意されている。

【ソース 4】

・iLeft（タグの X 座標）
・iTop（タグの Y 座標）
・sImgname（サムネイル画像の名称）

　iLeft と iTop は、ポップアップの表
示位置を指定する。ここで設定した値が、
ソース 1 内のスタイルシートの設定に反
映される。なお、表示位置は固定値で入
れても問題はないが、明細の各行にボタ
ンを設定する場合、固定値では常に同じ
場所にポップアップが表示されることと
なる。
　今回は位置の決め方の例として、ソー
ス 5 を用意した。この処理では、引数と
して、対象のタグ要素を渡し（this は、
イベントが発生したタグ要素をオブジェ
クトとして指定している）、タグ要素の
座標位置と画面のスクロール幅を取得す
ることで、タグの座標位置を計算してい
る。【ソース 5】
　sImgname は、表示するサムネイル
画像のパスを指定する。sImgname も
また、固定値として記入してもよいが、
そうすると、明細で表示した場合に、各
データに対応する画像を表示することが
できなくなる。
　対処方法として、隠しフィールドを用
意し、そこへ画面読み込み時に RPG で
画像名をセットすることで、各データに
対応した画像表示が実現可能になる。
　以上が、JavaScript でポップアップ
を表示する方法となる。

4.JavaScriptでの
	 活用例
　JavaScript で作成するポップアップ
は、DB 情報を取得しないため、画面の
再読み込みが発生せずシームレスに表示
できることが特徴である。したがって、
ポップアップを HTML 上の入力補助機
能として活用することで、システムの運
用効率を上げることも可能である。

　その 1 例として、日付入力の補助とし
て、カレンダーをポップアップ表示する
方法を解説する。【図 5】

●カレンダーのポップアップ
　ソース 6 では、ボタンの onClick で、
Calendar という関数を呼び出している。

【ソース 6】
　この関数が、カレンダーのポップアッ
プ を 呼 び 出 す 処 理 を 行 っ て い る。
Calendar の引数は、「タグの X 座標 , タ
グのY座標,日付を返すタグ要素」となっ
ている。最初の2つの引数は、ポップアッ
プを表示する位置を指定しており、ソー
ス 4 と同じである。
　3 つ目の引数が、ポップアップしたカ
レンダーで選んだ日付を表示するタグ要
素 を 指 定 し て い る。document.
getElementById とは、HTML から指
定した ID を持つタグ要素を探し、それ
をオブジェクト型として取得することが
できるメソッドである。
　「Calendar」関数の中では、カレンダー
の表示を行っている。ソース 1 で変更が
必要な記述は②の ChildTag だけであ
り、 こ こ に カ レ ン ダ ー を 表 示 す る
HTML を記述すればよい。
　なお、カレンダーを表示する HTML
の作成については、月の移動など複雑な
コーディングが必要なこともあり、ここ
では説明を割愛させていただく。カレン
ダー作成のノウハウは、インターネット
や書籍に豊富に存在しており、それらを
参考にするのもよいと思われる。
　JavaScript によるポップアップ表示
の手法は、さまざまな場面で活用できる。
例として挙げたカレンダー以外にも、シ
ステム開発で役立ててほしい。

補足：�Ajaxを活用して
HTMLを取得する

　ソース 1 では、追加するタグ要素を
JavaScript ソース内にそのまま記述し
た。今回は簡易な画面だったが、ポップ
アップ表示する HTML ソースの量が多
い場合、ソースの量が膨大になり、保守
性が悪くなる。
　そこで、この補足の項では Ajax を活
用し、外部記述された HTML をポップ
アップ表示する方法を解説する。
　Ajaxとは「Asynchronous JavaScript 

+ XML」の略であり、一般的に、サー
バと XML 形式のデータのやり取りを行
うものである。ただし、必ずしもデータ
が XML 形式である必要はなく、TXT、
CSV、HTML 形式等のデータも取得 
可 能 と な っ て い る。 ま た、Ajax も
JavaScript なので、新たに別の言語を
使う必要がなく扱いやすい。
　今回は、この Ajax の機能を用いて、
外部記述された HTML ファイルを取得
する方法を解説する。

補足1. Ajaxオブジェクトの作成

　Ajax でサーバと通信を行うためには、
まず専用のオブジェクトを作成する必要
がある。【ソース 7】
　ソース 7 の①では、専用のオブジェク
トである ActiveXObject を作成してい
る。サーバとの通信は、このオブジェク
トを介して行う。ただし、このオブジェ
クトは、Microsoft が提供しているブラ
ウザ Internet Explorer でのみサポート
されているオブジェクトである。
　それ以外のブラウザで使用する場合に
は、XMLHttpRequest というオブジェ
クトが用意されている。ソース 7 の②で
は、IE 以外のブラウザの場合に、その
オブジェクトを使用して作成するように
なっている。

補足2. サーバとの通信

　オブジェクトの作成が完了したら、次
は実際にサーバと通信を行う。
　ソース 8 の①では、データの取得に
open メソッドを使用している。この引
数に、「メソッド ,URL, 同期方式 , ユー
ザー名 , パスワード」を指定し（ユーザー
名・パスワードは必要な場合のみ）、次
の行で send メソッドを実行することで
サーバに対してリクエストが実行され
る。【ソース 8】

●同期・非同期
　上記の引数の中に、「同期方式」とい
うものが表示されている。これは Ajax
の特徴ともいえるものであり、以下に説
明する。
　Ajax の通信方式には、「同期」「非同期」
の 2 種類が用意されている。同期型の通
信の場合、次の処理はサーバからの応答
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が返ってきてからとなる。一方、非同期
型の通信は、サーバからの応答を待たず、
そのまま次の処理が実行される。非同期
型処理のメリットは、容量の重いデータ
を取り扱う場合にも、サーバからの応答
が完了する前に次の処理を実行できると
いう点が挙げられる。

補足3. 非同期型通信について

　同期型と違い、非同期型通信では、サー
バからの応答状況を手動で管理する必要
がある。
　 サ ー バ か ら の 応 答 状 況 を 知 る に
は、onreadystatechange と い う プ ロ
パティを使用する。このプロパティで
設定した処理は、サーバからの応答状
況が変化するたびに実行される。ま
た、サーバからの応答状況を知るには、
readyState と status というプロパティ
が用意されており、このプロパティ値を
onreadystatechange によって実行され
る処理で調べることで、データの取得が
完了したタイミングで次の処理を実行で
きる。これらの処理を行っているのが、
ソース 8 の②である。【ソース 8】
　サーバより返ったデータは、response 
Text で文字型として取得できる。これ
をソース 1 の②で記述しているタグ要素
の代わりに、ChildTag へ代入すれば、
取得した外部 HTML ファイルを、ポッ
プアップとして表示することができる。

5. まとめ
　ポップアップは、さまざまな場面にお
いて活用することが可能である。JC/400
の標準機能を用いて、マスタ検索などを
実現する方法と、JavaScript を用いて、
DB との連携を必要としない簡易な画面
を実現する方法の 2 種類を紹介させてい
ただいた。
　この 2 つを場面によって上手に使い分
けることで、Web システムで実現でき
る機能の幅は大きく広がっていくだろ
う。Web 画面と聞くとブラウザによる
制約が大きいというイメージを抱かれる
方が多いかもしれないが、JavaScript
をうまく活用することができれば、思っ
た以上に柔軟にさまざまなことを Web
で実現可能にできる。
　 昨 今 は、HTML5 の 登 場 に よ り、

Web での可能性がさらに広がっている。
本稿を第一歩として、成長を続ける
Web の世界へ飛び込んでいただければ
嬉しい。

M
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No.1　2008 年秋
お客様受賞論文
●最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して―情報の“見える化”
の取り組み
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社　

●ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした Delphi/400
春木 治様／株式会社ロゴスコーポレーション

●シルバー賞

JACi400 使用による Web アプリケーション開発工数削減
中富 俊典様／日本梱包運輸倉庫株式会社

Delphi/400 を利用した Web 受注システム
飯田 豊様／東洋佐々木ガラス株式会社

●優秀賞

Delphi/400 による販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作様／株式会社船井総合研究所

技研化成の新基幹システム再構築
藤田 健治様／技研化成株式会社

SE 論文

はじめての Delphi/400 プログラミング
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 と Excel との連携
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

連携で広がる Delphi/400 活用術
尾崎 浩司／システム事業部 システム 2 課

フォーム継承による効率向上開発手法
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

API を利用した出力待ち行列情報の取得方法
鶴巣 博行／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi テクニカルエッセンス Q&A 集
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JACi400 を使って RPG で Web 画面を制御する方法
松尾 悦郎／システム事業部 システム 2 課

あなたはプラインドタッチができますか？
福井 和彦／システム事業部 システム 1 課
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既刊号バックナンバー
Migaro. Technical Report 各号の電子版は、ミガロ. のホームページでご覧いただけます。
http://www.migaro.co.jp/

No.2　2009 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

JACi400 で 既存 Web サービスの内製化を実現
佐々木 仁志様／株式会社ジャストオートリーシング

●ゴールド賞

.NET 環境での Delphi/400 の活用
福田 祐之様／林兼コンピューター株式会社

●シルバー賞

5250 で動作する「中古車 在庫照会プログラム」の GUI 化 
佐久間 雄様／株式会社ケーユー

●優秀賞

Delphi による 輸入システム「MISYS」の再構築
秦 榮禧様／株式会社モトックス

Delphi/400 による 物流システムの再構築
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 で開発し 3 台のオフコンを 1 台の IBM i へ統合
島根 英行様／シルフ

SE 論文

JACi400 環境でマッシュアップ！ 
岩田 真和／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 を利用したはじめての Web 開発 
福岡 浩行／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 を使用した Web サービスアプリケーション 
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 によるネイティブ資産の応用活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

RPG でパフォーマンスを制御 
松尾 悦郎／システム事業部 システム 1 課

MKS Integrity を利用したシステム開発 
宮坂 優大　田村 洋一郎／システム事業部 システム 1 課

http://www.migaro.co.jp/
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No.3　2010 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

建物のクレーム情報管理システム「アフターサービス DB」
について
大橋 良之様／東レ建設株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で「写真管理ソフト」と「スプールファイル
の PDF 化ソフト」を自社開発
寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

●シルバー賞

Delphi/400 で鉄鋼受発注業務を統一し 鉄鋼 EDI も実現
柿本 直樹様／合鐵産業株式会社

●優秀賞

Delphi/400 で EIS（Executive Information 
System）の高速化
小島 栄一様／西川計測株式会社

イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 を使った取引先管理システム
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

SE 論文

Delphi/400 ローカルキャッシュ活用術
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 帳票開発ノウハウ公開
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 でドラッグ＆ドロップを制御
辻林 涼子／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 のモジュールバージョン管理手法
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400　Web からの PDF 出力
福井 和彦・清水 孝将／システム事業部システム 3 課・システム 2 課

Delphi/400 で Flash 動画の実装
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.4　2011 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

全社の経費処理業務を効率化した「e 総務システム」 
鈴木 英明様／阪和興業株式会社

●ゴールド賞

「Web 進捗管理システム」でリアルタイム性を実現 
堀内 一弘様／エスケーロジ株式会社

●シルバー賞

「営業奨励金申請書」をたった 2 日間で開発 
簑島 宏明様／株式会社ケーユーホールディングス

液体輸送における「配車支援システム」の構築
桂 哲様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

グラフ活用リファレンス 
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Web サービスを利用して機能 UP ！ 
福井 和彦・畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

OpenOffice 実践活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

VCL for the Web 活用 TIPS 紹介
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 で JavaScript 活用 
清水 孝将／システム事業部 システム 1 課

jQuery 連携で機能拡張 
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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TEL：06（6631）8601 
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東京営業所　
〒106-0041
東京都港区麻布台1-4-3 
エグゼクティブタワー麻布台 11F　　 
TEL：03（5573）8601 
FAX：03（5573）8602
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